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第１章 全体の重要事項に関する説明                                                               

 

１ 本書の位置付け 

 西尾市（以下「市」という。）は、「新たな官民連携手法（西尾市方式）による公共施設再配置第 1次プロジェクト（以下「本事業」という。）」について、民間の資金、経営能力及び技術的能

力の活用により、「新たなまちづくりの出発点」としての公共施設再配置を実現するため、民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律（平成 11 年法律第 117 号。以下「Ｐ

ＦＩ法」という。）に基づく事業として実施することを予定している。 

本書は、市がＰＦＩ法第５条第３項の規定により平成 26 年 11 月 29 日に公表した本事業に関する実施方針に基づき、地域の公益性を重視した公共施設再配置を実施するために、市が応募事

業者に期待するサービス水準の性能・機能等を性能発注として示すものである。 

 

２ 本事業の概要及び要件 

 本事業の概要及び事業範囲に関する一定の要件は、市が平成 26 年 11 月 29 日公表した実施方針を踏まえ、次の表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（資産運用）とは、新施設の建設地として選択しなかった

場合に限る。 

公共施設再配置プロジェクト０１ 要件 

多目的新生涯学習施設「きら市民交流セ

ンター（仮称）」 

新設・運営・維持 

    

コミュニティ公園体育館・管理棟 解体 

吉良野外趣味活動施設体育館・管理棟 解体 

吉良町公民館 解体・・・・（（（（資産運用資産運用資産運用資産運用）））） 

吉良支所 改修改修改修改修・・・・維持維持維持維持    解体解体解体解体 

吉良支所（車庫・書庫） 改修改修改修改修・・・・用途変更用途変更用途変更用途変更    

解体解体解体解体 

吉良支所（旧本庁舎・旧増築庁舎） 解体 

吉良防災倉庫、車庫 解体・資産運用 

旧上横須賀郵便局 解体・資産運用 

横須賀老人憩の家ホール棟 解体 

公共施設再配置プロジェクト０２ 要件 

防災機能を備えた多機能型市営住宅 新設新設新設新設・・・・維持維持維持維持    

一色支所（別館・会議棟・・・・車庫車庫車庫車庫） 解体・・・・資産運用資産運用資産運用資産運用 

一色老人福祉センター 解体解体解体解体・・・・資産運用資産運用資産運用資産運用    

子育て支援センターいっしき 改修改修改修改修・・・・用途変更用途変更用途変更用途変更・・・・維持維持維持維持    

一色健康センター 
改修・用途変更・運営・
維持 

一色町公民館 改修・運営・維持 

一色学びの館 改修・運営・維持 

旧海の歴史館 改修・用途変更・維持 

対米住宅 解体解体解体解体・・・・資産運用資産運用資産運用資産運用    

巨海住宅 解体解体解体解体・・・・資産運用資産運用資産運用資産運用     

公共施設再配置プロジェクト０３ 要件 

吉良中学校 改修改修改修改修・・・・維持維持維持維持    

寺津小学校 改修・維持 

寺津中学校 改修・維持 

一色町体育館 改修・維持 

一色Ｂ＆Ｇ海洋センタープール 解体解体解体解体・・・・企画提案企画提案企画提案企画提案    

一色学校給食センター 解体解体解体解体・・・・企画提案企画提案企画提案企画提案    

公共施設再配置プロジェクト０４ 要件 

資料館（歴史公園内） 改修・運営・維持 

一色学びの館 改修・運営・維持 

吉良歴史民俗資料館 用途変更用途変更用途変更用途変更    

幡豆歴史民俗資料館 用途変更  

公共施設再配置プロジェクト０８ 要件 

行政施設（８施設） 光熱水費の最適化（ＥＳ

ＣＯ事業を含む）、法

定・保守点検、施設維持

管理マニュアルの作成 消防施設（８施設） 

学校教育施設（４２施設） 

社会教育施設（１４施設） 

文化施設（１４施設） 

スポーツ・レクリエーション施設（７施設 ） 

子育て支援施設（３０施設） 

社会福祉施設（２施設） 

高齢者福祉施設（１６施設） 

医療保健施設（３施設） 

市営住宅（１４施設） 

斎場（１施設） 

その他（１施設）  

◆要件に関する用語の定義 

◇新設・・・新たに設計し建設する公共施設 

◇改修・・・劣化した既存施設の機能回復及び機能向上 

◇用途変更・・・既存施設の設置目的を他の目的に変更し、

公益性を高めること 

◇解体・・・既存施設を撤去し機能・性能を失わせること 

◇運営・・・施設が持つ機能・性能を継続的に利用者に提供

すること 

◇維持・・・施設の機能・性能を保持すること 

◇資産運用・・・市が所有する不動産を活用し、資源を効率

的に増やすこと 

◇企画提案・・・地域の公益性を高めるために、既存施設機能 

の新たな価値創造を提案し、継続して実⾏

すること 
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３ 本事業で採用する事業スキーム                                                                                          

 本事業は、市が平成 26 年 10 月 9 日に公表した『実施方針公表のための事前方針・追加版』で示したサービスプロバイダ方式を採用し、民間経営資源活用原則のもと効率的かつ効果的な公共

サービスの提供を図る。また、ＰＦＩ手法の選択により、民間事業者の高い技術力や魅力的な公共空間の形成力の実現の場を創出する。さらに、市と応募事業者の双方の協議により最適なリス

ク分担を行い、本事業全体の最適化、効率化を図り市民の満足度を高めることを目的とする。 

 

４ 応募事業者に期待する事項 

 本事業は、複数の公共施設と公共空間（エリア）が存在するため、エリアを包括的に開発し、魅力的な未来形成を目指している。そこで、応募事業者には、市場原理に基づく有効的かつ効率

的な地域を創生するとともに、地域経済の好循環に繋がる事業の発掘と推進に期待する。また、資金調達は、原則、本事業が対象で主たる返済原資が本事業のキャッシュフローに依拠し、かつ

担保は本事業の資産に限定するプロジェクトファイナンス（ノン・リコース又はリミテッド・リコース）を採用し、地元企業が参画し易くすることに期待する。 

 

５ 遵守すべき法律等 

 応募事業者は、本事業の実施に際し、各関係法令等を遵守するものとする。主な法令等は、次のとおりとする。ただし、その他、応募事業者の提案内容により遵守する法令等がある場合は、

応募事業者のリスクにて対応するものとする。 

（１）消防法（昭和２３年法律第１８６号） （２）道路法（昭和２７年法律第１８０号） （３）水道法（昭和３２年法律第１７７号） （４）下水道法（昭和３３年法律第７９号） （５）

警備業法（昭和４７年法律第１１７号） （６）農地法（昭和２７年法律第２２９号） （７）建設業法（昭和２４年法律第１００号） （８）駐車場法（昭和３２年法律第１０６号） （９）

社会教育法（昭和２４年法律第２０７） （10）学校教育法（昭和２２年法律第２６号） （11）学校保健安全法（昭和３３年法律第５６号） （12）電気事業法（昭和３９年法律第１７０号） 

（13）労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号） （14）労働基準法（昭和２２年法律第４９号） （15）地方自治法（昭和２２年法律第６７号） （16）都市計画法（昭和４３年法律第１

００号） （17）道路交通法（昭和３５年法律第１０５号） （18）文化財保護法（昭和２５年法律第２１４号） （19）高圧ガス保安法（昭和２６年法律第２０４号 （20）ガス事業法（昭

和２９年法律第５１号） （21）騒音規制法（昭和４３年法律第９８号） （22）悪臭防止法（昭和４６年法律第９１号） （23）振動規制法（昭和５１年法律第６４号） （24）水質汚濁防

止法（昭和４５年法律第１３８号） （25）食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号） （26）大気汚染防止法（昭和４３年法律第９７号） （27）宅地造成等規制法（昭和３６年法律第１９

１号） （28）地球温暖化対策の推進に関する法律（平成１０年法律第１１７号） （29）エネルギーの使用の合理化に関する法律（昭和５４年法律第４９号） （30）廃棄物の処理及び清掃

に関する法律（昭和４５年法律第１３７号） （31）建築物における衛生的環境の確保に関する法律（昭和５４年法律第２０号） （32）建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成

１２年法律第１０４号） （33）高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成１８年法律第９１号） （34）個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）  

（35）その他、本事業に関する関連法令等 

 

６ 特別目的会社の組成及び契約期間中の維持 

 本事業の実施を目的に市が契約締結する特別目的会社は、契約期間中、適切な運営が行える体制を維持し、安定した業務実施を行うものとする。また、特別目的会社は、市及び融資金融機関

との連絡調整が適切に行えるプロジェクトマネジャーを構成企業の中から選任し、組織体制及び連絡体制を絶えず明確にしておくこととする。 

 

７ 開発に関するモニタリング 

 本事業は、特別目的会社が不動産開発企業（以下「開発企業」という。）より市が定める水準を満たした公共施設等を買取るため、特別目的会社は買取る不動産の適正さや整備水準を、開発

企業による企画、設計、建設段階から買取るまでの期間、モニタリングを行うものとする。モニタリングの実施は、特別目的会社の組成予定者（構成企業と協力企業）と開発企業とが協議を行

い、最適なモニタリング計画を提案するものとする。 
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第２章 買取業務に関する性能水準                                                                

 

１ 買取業務の目的 

 本事業では、単なる施設整備を目的にせず、エリアマネジメントの観点から未来のまちづくりにつながる公共施設再配置を目的に企画、設計、建設等の整備を開発企業が行い、地域を主体に

組成する特別目的会社が買取るものとする。 

 

２ 買取業務の内容 

 本事業では、第１章２に記載する公共施設再配置プロジェクトについて、応募事業者と開発企業との共同により、次の各号に掲げる開発不動産を買取るものとする。ただし、第２号から第６

号までについては、地域経済の好循環を目的とする場合において、サービスプロバイダとなる特別目的会社から西尾市内に本社をおく民間事業者に対し、同事業者を協力企業として直接発注し、

あるいは特別目的会社から発注を受けた協力企業から西尾市内に本社をおく民間事業者に対し、同事業者を第３者（下請け）企業として発注する場合に限り、開発企業からの買取以外の方法を

選択することができるものとする。 

 （１）新たに建築した公共施設 

 （２）既存の公共施設の改修（躯体の変更を伴う場合を含む） 

 （３）既存の公共施設の解体 

 （４）既存の公共施設の用途変更 

 （５）既存の公共施設の資産運用した施設 

（６）既存の公共施設の機能の企画提案により整備された施設 

 

３ 買取業務に要求する性能・機能 

 応募事業者は、適正な買取業務のための品質チェック機能を備えるものとする。また、買取前と買取後のリスクを洗い出し、その対処方法を明らかにするものとする。ただし、特別目的会社

から西尾市内に本社をおく民間事業者に対し、同事業者を、協力企業として直接発注し、あるいは特別目的会社から発注を受けた協力企業から西尾市内に本社をおく民間事業者に対し、同事業

者を第３者（下請け）企業として発注する場合のリスクは、特別目的会社から受託する協力企業が負うものとする。 

 

４ 買取業務に期待する水準 

 買取る開発不動産は、「どこでも、だれでも、自由に、使いやすく」というユニバーサルデザインの考え方を踏まえ、建物の長寿命化に有効なスケルトン・インフィル方式など将来のＬＣＣ

とＬＣＣＯ２の低減やメンテナンスビリティの向上に工夫されたものとする。また、色彩や材質等については、周辺の景観に配慮した施工がされているものとする。さらに、買取る開発不動産

は、未来の環境面、経済面、教育面、コミュニティ面、定住促進面等新たなまちづくりの視点において、どのような効果を発揮するのかを検証したものとする。 

 

 

第３章 施設の維持管理に関する性能水準                                                             

 

１ 維持管理に関する基本⽅針 

 応募事業者は、買い取った開発不動産及び既存の対象不動産を、契約終了時までの期間、適切に維持管理を行うものとする。適切な維持管理は、全ての不動産について利用者の安全、環境保

全、災害等に対する防災対策、防犯に対する対策、施設の長期的な活用策、さらには地域との連携に配慮した維持管理を行う。そのため、市民ニーズの反映と応募事業者の創意工夫を取入れ、

ＰＦＩ事業の特徴である長期間にわたるリスク分担を最大限に活かして業務を遂行するものとする。 
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（１）開発不動産は、買取後から契約終了時までの間に渡って維持管理を行う。 

（２）既存の対象不動産は、契約に定める日より契約終了時までの間に渡って維持管理を行う。 

 

２ 建物維持管理に要求する性能・機能 

 応募事業者は、契約書に定められた業務に関する書類（計画書や報告書等）を適切に作成し、定められた期日に提出するものとする。また、必要に応じて市から提出または報告の依頼がある

場合は、速やかに作成し、提出するものとする。 

 主な業務の範囲： 建物維持管理業務、設備維持管理業務、環境衛生管理業務、警備業務、その他当該管理を実施する上で必要な関連業務 

 

３ 建物維持管理に期待する水準 

 応募事業者は、対象不動産の円滑な運営の確保や利便性及び安全性の維持を目的に定期的な点検業務等を行い、不動産の性能・機能を適切に維持するものとする。また、不動産のトータルＬ

ＣＣの観点から、適切な予防保全を行うことで、低廉かつ効率的な維持コストを目指すものとする。なお、新設施設のみについては、小規模修繕及び大規模修繕業務も本事業の対象とする。 

 

４ 外構維持管理に要求する性能・機能 

応募事業者は、契約書に定められた業務に関する書類（計画書や報告書等）を適切に作成し、定められた期日に提出するものとする。また、必要に応じて市から提出または報告の依頼がある

場合は、速やかに作成し、提出するものとする。 

 主な対象施設： 屋外スペース、駐輪場、駐車場、植栽、サイン、その他当該管理を実施する上で必要な外構施設 

 

５ 外構維持管理に期待する水準 

 応募事業者は、外構（屋外施設）について、安全・景観（美観）機能を適切な状態に保つように維持を行うものとする。また、植栽等は、施設利用者に安らぎを与え、必要に応じて視線の交

錯を避けることにも配慮を行うこと。 

 

６ 備品維持管理に要求する性能・機能 

 運営業務を担う新設施設の備品及び既存施設において引き継ぐ備品については、その施設の動線計画や備品の使用目的から適切な個数、設置個所、機能、品質を提案すること。 

 

７ 備品維持管理に期待する水準 

 備品の維持管理は、対象施設ごとに適正な配置や備品の使用目的に応じた性能を維持すること。また、個々の備品が使用、活用が出来ない期間を無くす工夫をすること。 

 

 

第４章 運営業務に関する性能水準                                                                

 

１ 運営業務に関する基本⽅針 

 本事業における公共施設の運営業務は、新たなまちづくりの出発点である公共施設再配置の重要な事項と捉え、将来における地域の環境変化がもたらす多様な市民ニーズに、迅速かつ効率的

に応え、より高度な公共サービスを継続的かつ発展的に提供していくことを目的とする。また、運営業務は、地域の公益性に資する要素として、民間のノウハウを最大限に活かし、地域経済の

好循環を目指すものとする。 
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２ 運営業務に要求する機能・性能 

 本事業においては、応募事業者は次の対象施設の運営業務を行う。 

 （１）多目的新生涯学習施設「きら市民交流センター（仮称）」…公共施設再配置プロジェクト０１ 

 （２）いっしき市民交流広場（仮称）：一色健康センター、一色町公民館、一色学びの館（図書館機能）…公共施設再配置プロジェクト０２ 

 （３）資料館（歴史公園内）、一色学びの館（資料館機能）…公共施設再配置プロジェクト０４ 

 

３ 運営業務に期待する水準 

 応募事業者は、各施設の利用者の多様なニーズに対し、きめ細やかに応える魅力的な運営を積極的に行い、幅広い世代の人々が集う賑わいのある空間を形成すること。また、応募事業者は、

これまで各施設を利用しない市民が、積極的に立ち寄りたくなる良質な公共サービスを経営的な視点で実施するとともに、応募事業者が自ら運営を行う民間サービスとの連携を図り、広く開放

された誰もが利用しやすい施設を目指すものとする。 

 

 

第５章 公的不動産の有効活⽤に関する性能水準                                                          

 

１ 公的不動産の有効活用に関する基本⽅針 

 市が現在、所有する公的不動産は、多種多様化、同一機能の重複化、老朽化、減価償却の導入、さらには「公共施設等総合管理計画」や都市再生特別措置法に基づく「立地適正化計画」など

の策定といった新たな課題を有している。そのため、市民、地域の各種団体、地元企業との連携により、公的不動産がより効率的、効果的に利活用でき、さらに市が所有する公的不動産を戦略

的な観点から行政経営活動に活かすことを目的とする。 

 

２ 公的不動産の有効活用に想定される視点 

 本事業は、ＰＦＩ事業により市の今後の人口、地域経済、不動産の利用低下等の変化に対応するため、次の視点で行政経営に活かすものとする。 

（１）市の公的不動産の保有量の見直し 

（２）資金調達に関する支払利息、減価償却費等の財政コストの負担軽減 

（３）光熱水費、人件費、修繕費、保険料等の維持管理コストの負担軽減 

（４）低利用のまま保持することで生じる機会損失を改善する官民双方の資産運用 

 （５）地域の公益性の向上を目的とした民間が所有する不動産の利活用 

 

３ 公的不動産の有効活用に期待する水準 

 市が現在、所有する公的不動産の多くは、財産性が弱く、そのため施設の機能の維持、更新の殆どを市税で賄っていることから、本事業では、市が所有する公的不動産を活用した市の財政負

担を軽減する資産運用の企画、提案を行い実行すること。また、本事業は、市が所有する公的不動産を資本市場と結び付けることも合わせて企画提案されることを期待する。 

 

第６章 独⽴採算業務（公共サービス）に関する性能水準                                                      

 

１ 独⽴採算業務（公共サービス）に関する基本⽅針 

 応募事業者が提案する独立採算業務（公共サービス）は、本事業に関する運営業務のうち、応募事業者が自ら行うことにより、公共サービスの質の向上や地域の公益性を高めかつ継続的に維
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持できることを目的とする。また、独立採算業務（公共サービス）は、合わせて市民が自ら活動できる機会や場の創出を目指すものとする。 

 

２ 独⽴採算業務（公共サービス）に要求する要件 

 応募事業者が提案する独立採算業務（公共サービス）は、事業実施に起因するリスクを応募事業者自らの責任において負うものとするが、合理的な理由がある場合は、協議により市との負担

割合を決定する。また、応募事業者は、社会変化等によるリスクの度合いを定量的に可視化する仕組みを構築し、検証するとともに、原則、独立採算業務（公共サービス）を３年間は継続して

実施するものとする。 

 

３ 独⽴採算業務（公共サービス）に期待する効果 

 応募事業者が提案する独立採算業務（公共サービス）は、次の視点から効果を期待する。 

 （１）低利用施設の高利用化 

 （２）公共サービス水準の向上 

 （３）地域経済循環の活性化 

 （４）市の財政負担の軽減 

 （５）長期的かつ安定的な公共サービスの提供 

 （６）市民ニーズへの対応 

 

第７章 独⽴採算事業（⺠間サービス）に関する制限                                                        

 

１ 独⽴採算事業（⺠間サービス）に関する基本⽅針 

 応募事業者が自ら実施する独立採算事業（民間サービス）は、地域の公益性の向上を目指し、市民生活に役立つ空間形成を目的に演出するものとする。また、将来にわたり集客力や回遊性の

向上、並びに定住促進や地域の賑わい創出に寄与し、周辺地域との調和に資することを目指すものとする。 

 

２ 独⽴採算事業（⺠間サービス）に要求する要件 

 本事業は、応募事業者が自ら実施する独立採算事業（民間サービス）において発生すると想定されるリスク及び実施中に発生したリスクを切り離し、応募事業者が自ら実施する独立採算事業

に起因するリスクを応募事業者自らの責任において負担するものとする。また、本事業で整備する公共施設と合築する場合は、施設の所有、維持管理等の区分と権限を明確に分けるものとする。

さらに、市の土地及び公共施設を使用する場合は、市と協議の上、借地権の設定及び賃料を決定するものとする。 

 

３ 独⽴採算事業（⺠間サービス）に期待する効果 

 応募事業者が自ら実施する独立採算事業（民間サービス）は、次の視点から効果を期待する。 

 （１）本事業で実施する公共サービス及び既存の公共サービスの有効性及び効率性の相乗的な向上 

 （２）地域経済循環の活性化 

 （３）地域企業の活性化 

 （４）地域の社会起業家の発掘及び育成 

 （５）地域ブランディングによる価値の向上 

 （６）市民ニーズへの対応 
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多様な人々が利用しやすいために

も、バス交通などと連携し、利便性

の高い施設にしてほしい。 

また、利用時間なども、使い勝手

がいい形にしてほしい。 

＜きら市⺠交流センター（仮称）＞ 

・「何か楽しいことをしている！」と

いう場所であることが最重要。安

心安全は当然。目的を持った楽し

さもあり、かつ安全な場所に。そ

して年齢性別問わず多くの人が使

いやすいように。→人がたくさん

集まるところは、自然と安心安

全・利便性が求められてくるし、

そうなっていくのかもしれない！ 

・吉良は歴史に誇りを持っている人

が多いから、歴史をアピール出来

るようにしたい！ 

・現在の吉良町公民館のように料理

教室と喫茶ルームが横にある状態

が生かされて欲しい。 

・体育館にもステージが欲しい。発

表会とかをするときにピアノだけ

は運べないから、ピアノがあると

嬉しい。 

・必要最低限の駐車場は必須。また、

車も多いが、公共交通も大事にし

たい。→官民連携！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ｍから２ｍ未満、西尾市洪水

ハザードマップにて、洪水浸水

深５０ｃｍ～１ｍと想定されて

いる。 

 

第２ 施設内容 

（１）整備対象施設 

・きら市民交流センター（仮称）支所棟 

 

 

（２）施設の休館日及び開館時間（予定） 

・本施設の休館日及び開館時間は、以下

のとおりであり、吉良町公民館（仮称）

については別途、市が条例で定めるもの

とする。 

・吉良支所（仮称） 

閉庁日：土曜日、日曜日、祝日、年末年

始（12 月 29 日～1月 3日） 

開庁時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時 15

分 

ただし、西尾市地域防災計画 災害対策

本部設置基準に従い、方面本部が設置さ

れることがある。 

・吉良町公民館（仮称） 

休館日：月曜日、年末年始（12 月 29 日

～1月 3日） 

開館時間：午前 9時～午後 9時 

ただし、受付などの窓口業務は午前 8時

30 分から行う。 

 

第３ 施設整備 

（１）施設配置計画 

 

 

 

（２）敷地内動線計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・吉良支所（仮称）、吉良町公民館（仮称）、防災倉庫等

より構成される施設とすること。 

 

 

・吉良支所（仮称）の開庁日及び開庁時間、吉良町公民

館（仮称）の開館日及び開館時間が異なることを考慮し、

適切な施設運営ができるように計画すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道路から駐車場、駐輪場、そこから入口（玄関）まで

の動線を分かりやすくすること。利用者の利便性に配慮

した駐車場配置にするとともに、公用車の動線と交錯し

ないように留意すること。 

 

・駐車場等は、利用者が受ける天候の影響が最小限とな

る配置とすること。 

・歩行者と車両との動線を明確に分離し、利用者の安全

性を確保すること。 
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（３）施設の基本性能 

ア. 構造体耐震安全性能 

 

 

イ. 対津波に関する性能 

 

 

 

 

ウ. 構造体の耐風に関する性能 

 

 

エ. 非構造部材耐震安全性能 

 

 

オ. 建築設備の耐震対策 

 

 

（４）要求諸室に関する事項 

ア.吉良支所（仮称） 

（ア）支所事務室    

・支所職員 11 名（常時）、介護

保険認定調査員2名（数度/週） 

計 13 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「官庁施設の総合耐震計画基準」における耐震性安全性

の分類をⅡ類とすること。 

 

・津波避難ビルの構造要件である「構造骨組みの地震に

よる水平荷重が津波荷重以上であること」、「津波荷重に

よって転倒または滑動しないこと」及び「洗掘に対して

安全であること」を満たしていること。 

 

・「官庁施設の基本的性能基準」における構造体の耐風に

関する性能の分類をⅡ類とすること。 

 

・「官庁施設の総合耐震計画基準」における建築非構造部

材の耐震安全性の分類をＢ類とすること。 

 

・「官庁施設の総合耐震計画基準」における建築設備の耐

震安全性を乙類とすること。 

 

 

 

・支所職員等が良好な環境にて執務が行える場所とする

こと。 

・以下の備品を設置するためのスペースを確保すること。 

接客用カウンター（高カウンター（Ｈ100cm×Ｗ120cm×

Ｄ50cm：2 台、Ｈ100cm×Ｗ180cm×Ｄ50cm：2 台、Ｈ100cm

コーナー：1台）、低カウンター（Ｈ70cm×Ｗ120cm×Ｄ70 

cm：1 台、Ｈ70cm×Ｗ150cm×Ｄ70 cm：4 台））、両袖机（Ｈ

80cm×Ｗ150cm×Ｄ80cm：3 台）、片袖机（Ｈ80cm×Ｗ110cm

×Ｄ80cm：17 台）、長机（閲覧用Ｈ70cm×Ｗ180cm×Ｄ

60cm）、脇ロッカー（Ｈ80cm×Ｗ40cm×Ｄ80cm：18 台）、

事務用椅子（21 脚）、接客用椅子（5脚）、来客用椅子（12

脚）、保管庫（Ｈ90cm×Ｗ120cm×Ｄ40cm：12 個、Ｈ180cm

×Ｗ90cm×Ｄ50cm：3 個）、ソファ（Ｗ180cm×Ｄ60cm：2

脚）、金庫（Ｈ80cm×Ｗ60cm×Ｄ80cm）、棚（状差用Ｈ180cm

×Ｗ90cm×Ｄ50cm）、ベビーベッド（Ｗ130cm×Ｄ50cm）、

打合せ机椅子セット：2セット、印鑑証明キャビネット（Ｈ

130cm×Ｗ60cm×Ｄ70cm：2 個、Ｈ130cm×Ｗ40cm×Ｄ

70cm：1 個）、図面庫（Ｈ90cm×Ｗ140cm×Ｄ100cm）、大型

レターケース（Ｈ110cm×Ｗ50cm×Ｄ40cm、Ｈ110cm×Ｗ

100cm×Ｄ40cm）、コピー機（Ｗ110cm×Ｄ70cm：3 台）、印

刷機（Ｗ160cm×Ｄ70cm）、公図印刷用プリンター（Ｗ110cm
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（イ）ラウンジ 

 

 

 

 

 

（ウ）会議室Ａ     

 

 

 

 

 

（エ）会議室Ｂ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）職員休憩室      

 

 

 

 

 

×Ｄ80cm）。 

・市が電算端末の設置と基幹系及び情報系ネットワーク

回線の配線を行えるように配慮し、それぞれの電源を確

保すること。 

・支所職員等が執務を行えるように適切な内線及び外線

が利用できる電話を設置すること。 

・市が地震速報端末、防災無線、消防無線の配線を行え

るように配慮すること。 

 

・記載台（H100cm×W120cm×D90cm）、ソファ（W180cm×

D60cm：4 脚）、大型テレビ（W130cm×D50cm）、チラシ用棚

（W80cm×D50cm：4 台）を設置するためのスペースを確保

すること。 

・市がテレビの配線を行えるように配慮すること。 

 

・６名程度で会議、打合せが行える場所とすること。 

・長机（H70cm×W180cm×D50cm：2 台）、椅子（6 脚）を

配置するためのスペースを確保すること。 

・内線及び外線が利用できる電話を設置し、市が情報系

ネットワーク回線の配線を行えるように配慮すること。 

 

・１２名程度で会議、打合せが行える場所とすること。 

・方面本部として利用するために機械室に隣接して配置

すること。 

・以下の備品を配置するためのスペースを確保すること。 

PC ラック（1 台）、保管庫（4 台）、会議用机（W180cm×

D90cm：2 台）、椅子（13 脚）。なお、ラックや保管庫の上

には、テレビ、防災無線、防災ファックス、ホワイトボ

ード 3 枚を配置するためのスペースを確保すること。テ

レビ、防災無線、防災ファックスの配線が行えるように

配慮し、それぞれの電源を確保すること。 

・出入口付近の壁に内線電話及び外線電話を設置し、市

が情報系ネットワーク回線の配線を行えるように配慮す

ること。 

 

・職員が快適に休息時間を過ごせる空間を創出すること。 

・13 名程度が昼食やミーティングができる場所とするこ

と。 

・以下の備品を設置するためのスペースを確保すること。 

長机（W180cm×D60cm：4 台）、椅子（13 脚）、冷蔵庫(1

台）。 
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（カ）警備員室 

 

 

 

 

 

 

（キ）職員更衣室 

 

 

 

 

（ク）トイレ 

 

 

 

 

 

 

 

（ケ）授乳室 

 

 

 

（コ）機械室      20 ㎡程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

（サ）倉庫 

 

 

 

・長机の上にポット及びレンジを配置するため、電源な

どの位置を配慮すること。 

・内線電話を設置すること。 

 

・閉庁時に市民が分かりやすい場所に配置すること。 

・閉庁時に各種事務手続き等を行うための対面式の窓口

（A3 用紙が広げられる広さ）を設置すること。 

・警備員１名が利用できる仮眠スペースを確保し、流し

台を設置すること。 

・内線電話及び外線電話を設置すること。 

 

・男性用及び女性用の更衣室を計画すること。 

・ドアを開けた時に室内が見えないようにすること。 

・男性用及び女性用の各 10 名分程度のロッカーを設置す

るためのスペースを確保すること。 

 

・利用者が快適に利用できるトイレとし、男性用、女性

用及び多目的トイレを計画すること。緊急時に利用者が

緊急発報できるようにすること。 

・おむつ替え台を設置すること。ただし、トイレ以外で

設置してもよい。 

・夜間及び休日の利用者のために、警備員室に近接して

トイレを計画すること。 

 

・利用者に配慮した授乳室を計画すること。 

・ドアを開けた時に室内が見えないようにすること。 

・流し台などの設備を設置すること。 

 

・24 時間空調とし、西尾市地震・津波ハザードマップに

よる津波浸水深以上に配置すること。 

・電話交換機、無線設備など機器を設置するスペースを

確保すること。電話交換機は特別目的会社が新設するが、

それ以外の設備の移設は市が行う。 

・市が無線設備などの配線を行えるように配慮すること。 

・単独で空調管理できるようにすること。 

・関係者以外が入れないようにすること。 

 

・吉良支所（仮称）を運営する上で適切な倉庫を計画す

ること。 

・倉庫には保管庫（H120cm×W90cm×D40cm：10 台、H40cm

×W90cm×D40cm：5 台）を配置するスペースを確保するこ
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イ.吉良町公民館（仮称） 

（ア）貸室 

 

・会議室１  １２０㎡程度 

・会議室２   ５０㎡程度 

・会議室３    ５０㎡程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

・和室１     

・和室２   計５０㎡程度 

 

 

 

・料理実習室 １００㎡程度 

 

 

 

 

 

 

・軽音楽室   ５０㎡程度 

 

 

 

 

 

・多目的ホール １９０㎡程度 

 

 

 

 

と。 

・掃除道具入れ（H180cm×W50cm×D50cm)を設置するため

のスペースを確保すること。    

 

 

・貸室は、各室に内線電話を設置すること。 

 

・会議室は、会議や軽運動などに対応した設備を備える

こと。音及び振動に配慮した貸室にすることで利用向上

に努める提案を行うこと。また、会議室を２階に設ける

場合は、下階に対する床衝撃音を考慮した計画とするこ

と。 

・適切な収納を計画すること。 

・写真や絵画などの作品が展示できるように、ピクチャ

ーレールを設置すること。 

・会議室２と会議室３は、可動間仕切りを設置するなど

一体的に利用できるようにすること。 

 

・茶道が行えるような空間とし、襖で２室に仕切ること

ができるようにすること。 

・会議などが行えるように配慮すること。 

・適切な収納を計画すること。 

 

・調理実習台を 7 台（講師分含む）を備えたものとし、

調理器具や食器などを収納する設備やオーブン、電子レ

ンジなどの適切な設備を設けること。 

・料理実習室に隣接して倉庫を計画すること。 

・外部から食材を搬入できるように、料理実習室に近接

した出入口を設けること。 

 

・軽音楽などの音に配慮した部屋にすることで利用向上

に努める提案を行うこと。 

・会議などが行えるように配慮すること。 

・電子ピアノ、会議を行う場合の机、椅子等を収納する

ため、軽音楽室に隣接した倉庫を計画すること。 

 

・会議、軽運動、講演会、発表会等に使用できるように

配慮し、適切な簡易ステージ、電動バトン、スクリーン、

音響設備や照明設備を設けること。 

・音及び振動に配慮した貸室にすることで利用向上に努

める提案を行うこと。 
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（イ）ロビー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）事務室     ５０㎡程度 

 

 

 

（エ）倉庫 

 

 

 

 

（オ）給湯室 

 

 

（カ）トイレ 

 

 

・多目的ホールを２階に設ける場合は、下階に対する床

衝撃音を考慮した計画とすること。 

・多目的ホールで使用する机、椅子、演台、簡易ステー

ジ、花台、ホワイトボード、掃除道具、パネル（50 枚）

等を収納するため、多目的ホールに隣接した倉庫を計画

すること。 

・軽運動を目的とした適切な鏡を壁面に設けること。ま

た、壁面に取り付けた鏡は、多目的に使用することや津

波一時待避所として利用することを考え、飛散防止など

の措置を行うこと。 

・市が基幹系及び情報系ネットワーク回線の配線を行え

るように配慮すること。また、この配線は一般利用者が

使用できないようにすること。 

 

・世代間交流の場として快適に過ごせる環境とすること。

また、学習スペースを計画すること。 

・写真や絵画などの作品が展示できるように、ピクチャ

ーレールを設置すること。 

・情報収集用テレビ 1 台、行事案内板、掲示板、パンフ

レットスタンド、ペーパーハンガー、談話用テーブル及

び椅子、応接セットを設置すること。 

・吉良町公民館に展示してある絵画（200 号）を展示する

こと。 

・吉良町消防団が日本消防協会から受賞した「まとい」

を展示すること。 

 

・吉良町公民館（仮称）を運営するための適切な事務室

を計画すること。 

・事務室には接客用低カウンタ―を設置すること。 

 

・施設に必要な収納品が適切に保管使用できるスペース

を確保すること。 

・倉庫はパネル（50 枚）、その他公民館事務に必要な備品

一式を収納すること。 

 

・事務室及び和室に近接して計画すること。 

・流し台など必要な設備を設けること。 

 

・利用者が快適に利用できるトイレとし、男性用、女性

用及び多目的トイレを計画すること。緊急時には、利用

者が緊急発報できるようにすること。 



 

 

⻄尾市再配置Ｐ募集要項【別添資料１】業務要求水準書 

14141414    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（キ）授乳室 

 

 

 

 

 

（ク）その他 

 

 

 

 

 

ウ.防災倉庫等    ３３０㎡程度 

 

 

 

 

 

 

（ア）防災倉庫機能          
（イ）水防倉庫機能       
（ウ）消防資材倉庫機能  

    
（エ）土木資材倉庫機能    

・ユニバーサルデザインとし、多目的トイレは１階に計

画すること。また、おむつ替え台を設置すること。 

 

・利用者に配慮した授乳室を計画すること。 

・ドアを開けた時に室内が見えないようにすること。 

・流し台などの設備を設置すること。ただし、給湯室を

授乳室に隣接して計画した場合は、給湯室の流し台を利

用してもよい。 

 

・原則、下足利用とするが、部屋の利用方法などを勘案

し、上足利用とする場合は、下足箱などを設置すること。 

・必要に応じて自動販売機設置スペース及び休憩スペー

スを設けること。 

・非常用放送設備を設置すること。 

 

・災害時に収納資材の出し入れがしやすいような工夫を

すること。災害時の備蓄食料が適切に保存保管されるよ

うに整備すること。 

・備品一覧表の棚を設置し、転倒防止対策を行うこと。 

・倉庫にガラス窓を設置する場合に遮光フィルム等を貼

ること。 

 

・吉良地区の避難者等に必要な飲料水、食料その他必要

となる物資の備蓄をするためのスペースを確保するこ

と。 

・飲料水、食料その他水に濡れると支障がある物資は、

西尾市地震・津波ハザードマップによる津波浸水深以上

の位置に備蓄できるようにすること。 

 

・西尾市水防計画 資料編第 2 水防倉庫及び水防資器材

の整備基準にある水防資器材を保管するためのスペース

を確保すること。 

 

・吉良防災倉庫にある婦人消防クラブなどの備品を保管

するためのスペースを確保すること。 

・屋外及び料理実習室から備品を出し入れできるように

すること。 

 

・市民や吉良支所が利用する応急対策備品（カラーコー

ン 10 個、凍結防止剤 30 袋、常温合材 30 袋など）を保管

するためのスペースを確保すること。 
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（オ）その他倉庫機能   

 

 

 

エ. その他 

 

 

（５）建築設備に関する性能 

ア. 共通事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ. 電気設備 

（ア）電灯・コンセント設備 

   
（イ）受変電設備 

 

 

（ウ）幹線設備 

 

 

 

 

 

（エ）発電設備 

 

 

 

・災害用資機材のカラーコーン、同オモリ、同連結バー

や油吸着用マット、吹き流し等を保管するためのスペー

スを確保すること。 

 

・2 階部分を津波一時待避所として利用できるように計画

すること。 

 

 

・建築計画と一体となった総合的な負荷の低減とともに、

自然エネルギーの活用、省エネルギーに十分に配慮した

計画とすること。 

・施設の利用形態や運営、管理方法等に配慮し、施設に

求められる性能が適切に確保されるとともに、運転（監

視）保守、維持管理が容易な設備計画とすること。 

・エネルギーコスト（光熱水費）の低減とともに、維持

管理費用の合理化を含めて、ランニングコスト、ライフ

サイクルコスト（LCC）の総合的な縮減に配慮した計画と

すること。 

・設備スペース（機械室、シャフト類等）の計画におい

ては、機器の設置スペースと同時に、保守・点検等作業

スペース、機器更新等に対応する搬出入スペース等を含

めた適切な空間を計画すること。 

 

 

・各用途、機能、室の条件に応じて適切に計画すること。

別途特記等がある室、部位等については、それらに準拠

した計画とすること。 

 

・複合施設としての施設構成・特性等に応じて、負荷特

性等に適切に対応した機器及び系統の構成とすること。 

 

・受変電設備及び二次側（需要側）の設備計画・システ

ム構成に配慮し、各機能部分等のゾーニングごとに幹線

系統を明確化し、運用の合理性とフレキシビリティに配

慮した計画とすること。 

・洪水及び津波による浸水を考慮した計画とすること。 

 

・法的に設置が求められる場合には、関係法令に基づき

適切に計画すること。 

・西尾市地震・津波ハザードマップの津波浸水深以上の
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（オ）情報通信網設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（カ）非常用照明・誘導設備    
ウ. 機械設備 

（ア）空気調和設備 

 

 

 

（イ）換気設備 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）排煙設備 

 

 

（エ）給水設備 

位置に非常用発電関連設備と幹線経路を計画すること。 

・電力供給の途絶時に誘導設備や消火設備などの防災設

備、吉良支所（仮称）における最低限の機能維持に必要

な設備及び吉良町公民館（仮称）の最低限の行動ができ

るような照明設備などの負荷に対して 8 時間以上の電力

供給が可能であること。 

 

・現在、吉良支所が電話 3 回線、ファックス 1 回線、電

話機 25 台使用しており、吉良町公民館では、電話１回線、

ファックス１回線使用している。これらの電話及びファ

ックスの状況と西尾市役所と各支所間とのＩＰ内線ネッ

トワークを考慮して、電話交換が適切に行うことができ、

ＬＣＣの軽減につながるシステムについて提案するこ

と。 

・新電話交換機は、2階に設ける機械室に設置すること。

また、夜間・閉庁時に、警備員室と切換ができる機器と

すること。 

・施設内では利用者の利便性が向上するような情報通信

環境を整えること。 

 

・建築基準法、消防法等、関連法令に準拠するとともに、

関係官庁と協議等を踏まえ、設置の趣旨、目的に応じて

必要な機能を適切に満たすように計画すること。 

 

 

・各機能、各室の用途、操作性、使用時間等に配慮した

空調システムを選定し、適切な室内環境の提供、維持、

管理が可能な計画とすること。 

 

・各室の用途等に応じ、適切な換気方法及び風量等の能

力を有する設備計画とすること。 

・臭気が発生する室においては、周囲にもれないよう適

切に排気できるものとすること。 

・建築基準法、ビル管法、シックハウス対策等の関連法

令・基準類等に準拠し、適切な空気質の提供、維持、管

理が可能な計画とすること。 

 

・建築基準法、消防法、その他関係法令に準拠し、適切

な排煙設備を計画すること。 

 

・省エネルギー・省資源に配慮しつつ、各使用部位・器
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（オ）排水設備 

 

 

（カ）給湯設備 

 

 

 

 

（キ）消火設備 

 

 

 

（ク）ガス設備 

 

 

 

 

（ケ）昇降機設備 

 

 

 

 

 

（６） 外構計画 

（ア）駐車場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）駐輪場 

 

具等において適切な水質、必要水量・水圧が確保できる

ようにすること。 

 

・当該地域の排水インフラ状況及び関係例規・規定（基

準・要綱等）を踏まえ、適切な排水方式とすること。 

 

・必要な室、部位ごとに適切な給湯設備を設置すること。

設備計画の詳細においては、各室・部位ごとの利用者や

利用形態に応じて、適切に安全・衛生面に配慮した計画

とすること。 

 

・建築基準法、消防法等の関連法令に準拠するとともに、

所轄消防署の指導に基づき、各種消火設備・消防用設備

等を適切に設置すること。 

 

・ガス設備の採用は全体の施設計画・設備計画等を踏ま

えて特別目的会社の提案によることとするが、ガス設備

を導入する場合は、安全性に十分配慮した計画とするこ

と。 

 

・施設の構成等に応じて、利用者の利便性やバリアフリ

ーへの配慮に基づき、適切な配置、台数、能力、仕様と

すること。 

・車椅子利用者、視覚・聴覚障害者等を含めた障害者対

応仕様とすること。 

 

 

・きら市民交流センター（仮称）支所棟の吉良支所（仮

称）、吉良町公民館（仮称）及びきら市民交流センター（仮

称）アリーナ棟の運営日及び運営時間を考慮し、支所棟、

アリーナ棟及び西尾市役所吉良支所前交差点北西の駐車

場（以下、「西側駐車場」という。）にて施設規模に応じ

た駐車場を確保すること。 

・吉良支所（仮称）の職員用 11 台、介護保険認定調査員

2台、公用車 5台及び吉良町公民館（仮称）の職員駐車場

は西側駐車場に計画すること。 

・きら市民交流センター（仮称）支所棟に障害者用駐車

場を 2台計画すること。 

 

・きら市民交流センター（仮称）支所棟に駐輪場 20 台分

を確保すること。 
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（ウ）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７） その他 

（ア）家具・備品 

 

 

（イ）サイン・案内板・掲示板等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・きら市民交流センター（仮称）支所棟、きら市民交流

センター（仮称）アリーナ棟及び西側駐車場には、それ

ぞれ周辺住民が親しめるポケットパーク機能を計画する

こと。 

・ポケットパーク機能には、西尾市役所吉良支所敷地内

の樹木などを活用すること。また、以下のものを配置す

ること。 

初代吉良町長・柵木佐太四郎像、吉良ライオンズクラブ

寄贈のクスノキ 3本、郵便ポスト（ゆうちょが移設）、電

話ボックス（ＮＴＴが移設）。 

・西側駐車場の北西部に、計測震度計を設置するための

スペースを確保し、配線などを行えるように配慮するこ

と。 

・きら市民交流センター（仮称）支所棟に事業所廃棄物

の置場スペース及び市民用の蛍光灯、ペットボトル、食

品トレー、乾電池の回収スペースを計画すること（雨に

濡れない配慮をすること）。また、市が防災無線子局及び

アナログ再送信用のアンテナを整備するため、計画敷地

及び建物への配線や機器の設置に配慮すること。 

 

 

・特別目的会社は、備品一覧表にある備品の調達及び設

置を行うこと。 

 

・特別目的会社は、本施設の各用途に応じて、利用者の

利便性、使い勝手、運営面等に適切に配慮するとともに、

建築空間との一体性及び調和に配慮したサイン、案内板、

掲示板等（以下「サイン類」という）の整備を行うこと。 

・サイン類は、本施設の利用者が子どもから高齢者、障

害者等を含めた全ての市民が訪問者であることを踏ま

え、施設の利用に必要な情報が適切に伝達・表現される

よう、十分な数量及び内容を備えたものとすること。 

・視覚障害者誘導標識（点字ブロック）については、バ

リアフリー法及び関連法令、基準等に準拠して整備し、

車椅子、ベビーカー等の通行の障害とならないよう、敷

設ルートの設定等に十分に配慮すること。 

・吉良支所（仮称）の閉庁時の受付場所は、開庁時の受

付場所と異なることから、利用者にわかりやすい工夫を

すること。 

・室名は仮称であり、後に決定する。 
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●運営・維持 

第１ 特別目的会社はきら市民交流セ

ンター（仮称）支所棟及びその外構部分

を運営すること 

（１） 吉良支所（仮称）及び防災倉庫

等の運営は市が行う。 

 

（２） 建物の維持管理業務、光熱水費

等の支払いなどを行う。 

 

 

（３） 貸室の管理、来客者案内業務、

備品物品管理、予約受付業務、

利用統計管理、利用料徴収業

務、ごみ処理など運営全般を担

うこと。 

 

 

 

 

（４） コピー機及び印刷機を設置し、

市民が利用できるようにする。 

 

（５） その他 

 

 

 

 

第２ 支所棟で特別目的会社は次の事

業を行うこと。 

（１）生涯学習講座（現状：料理、趣味、

教養、語学、親子向け、シニア向

けパソコン講座等延べ約１５０

回、受講料１回２００円、１回に

つき講師料５，９００円）  
 

 

 

 

 

第３ 新施設の名称は仮称であるため、

 

 

 

 

 

 

 

・吉良支所（仮称）及び防災倉庫等の光熱水費は、市が

負担するため、上下水道使用量及び電気使用量などは、

把握できるようにすること。 
 

・貸室の利用率を向上させること。 

・最適な建物の維持管理に努めること。 

・プロジェクト０２の「いっしき市民交流広場（仮称）」

と協調して運営すること。 

・施設予約については現行の紙による貸室の予約申込に

加えて利便性の高い施設予約に関するシステムの導入に

努め、迅速な受付処理事務及び適切な利用料徴収が行え

る環境を整備し、利用率の向上を目指すこと。 

 

・貸室、コピー機及び印刷機の利用料等については、現

行の市が条例で定める料金制度に準拠すること。 

 

・公民館ふれあいの集いなどの事業の企画・運営を行う

こと。 

・社会教育主事、生涯学習インストラクター等資格を有

する職員を配置すること。 

 

 

・生涯学習講座は「みつけよう 生涯学ぶ喜びを わが

まち西尾で」を基本理念とした「西尾市生涯学習推進計

画（平成２５年４月策定）」に則して行うこと。 

・生涯学習講座では新たな参加者の開拓を目指すこと。 

・子育て支援に配慮した託児付き講座を適時企画するこ

と。 

・講座終了後は自主サークルの育成に努めること。 

・講座は毎年メニューが重複しないような工夫をするこ

と。更には、貸室利用者に支障が出ないよう日程等を考

慮し、必要に応じて講座回数を適時調整すること。 

 

・新施設の名称についてはネーミングライツ等を活用し
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正式名称をつけること。 

 

 

 

た市の財源負担軽減につながる提案をすること。ただし、

ネーミングライツ等の企画を提案しない場合は別途、市

民に愛着が生まれるような施設名称を提案すること。 

 

   

●新築（アリーナ棟） 

第１ 敷地概要 

 

（１）所在地 

西尾市吉良町荻原川畑 14 番 1、15

番 1、15 番 3、16 番 1、19 番 1、

20 番、21 番、22 番、23 番１ 

    

 

（２）敷地面積 6,753.16 ㎡ 

 

（３）用途地域 第一種住居地域 

 

（４）防火地域 指定なし 

 

（５）高度地区 指定なし 

 

（６）法定容積率 200％ 

 

（７）法定建蔽率 60％ 

 

（８）その他 

所在地は、西尾市地震・津波ハ

ザードマップにて、津波浸水深

１ｍから２ｍ未満、西尾市洪水

ハザードマップにて、洪水浸水

深５０ｃｍ～１ｍと想定されて

いる。 

 

第２ 施設内容 

（１）整備対象施設 

きら市民交流センター（仮称）アリーナ棟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スポーツを中心とした施設とし、延床面積（第３ 施

設整備 （４）要求諸室 シ.備蓄倉庫の面積は除く）は、

4,000 ㎡を上限とする。学校施設環境改善交付金の活用を

予定しているため、特別目的会社は、市が実施する交付

金等の申請に必要な資料の作成を支援すること。 
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（２）施設の休館日及び開館時間（予定） 

・本施設の休館日及び開館時間は、以下

のとおりであり、別途、市が条例等で定

めるものとする。 

休館日：月曜日、年末年始（12 月 29 日

～1月 3日） 

開館時間：午前 9時～午後 9時 

 

第３ 施設整備 

（１）施設配置計画 

 

 

 

（２）敷地内動線計画 

 

 

 

 

（３）施設の基本性能 

ア. 構造体耐震安全性能 

 

 

イ. 対津波に関する性能 

 

 

 

ウ. 構造体の耐風に関する性能 

 

 

エ. 非構造部材耐震安全性能 

 

 

 

オ. 建築設備の耐震対策 

 

 

（４）要求諸室に関する事項 

ア.アリーナ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道路から駐車場、駐輪場、そこから入口（玄関）まで

の動線を分かりやすくすること。利用者の利便性に配慮

した駐車場配置にすること。 

 

・駐車場等は、利用者が受ける天候の影響が最小限とな

る配置とすること。 

・歩行者と車両との動線を明確に分離し、利用者の安全

性を確保すること。 

 

 

・「官庁施設の総合耐震計画基準」における耐震性安全性

の分類をⅡ類とすること。 

 

・津波防災地域づくりに関する法律施行規則（平成 23 年

国土交通省令第 99 号）第 31 条第 1 号及び第 2 号の規定

に基づいた性能を有すること。 

 

・「官庁施設の基本的性能基準」における構造体の耐風に

関する性能の分類をⅡ類とすること。 

 

・「官庁施設の総合耐震計画基準」における建築非構造部

材の耐震安全性の分類をＢ類とすること。 

 

 

・「官庁施設の総合耐震計画基準」における建築設備の耐

震安全性を乙類とすること。 

 

 

・競技に支障のない照明設備・配置、壁配色及び床配色

とすること。 

・天井有効高さは、照明設備等の下端の有効空間で 12.5
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（ア）大アリーナ 1,600 ㎡程度   

 

必要コート 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙｺｰﾄ 28ｍ×15ｍ ２面 

・ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙｺｰﾄ  26ｍ×16ｍ ２面 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｺｰﾄ  18ｍ× 9ｍ ２面 

・ﾃﾆｽｺｰﾄ  23.77ｍ×10.97ｍ ２面 

・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝｺｰﾄ 6.1ｍ×13.4ｍ ８面 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）小アリーナ 800 ㎡程度 

  

必要コート 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙｺｰﾄ 28ｍ×15ｍ １面 

・ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙｺｰﾄ  26ｍ×16ｍ １面 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｺｰﾄ  18ｍ× 9ｍ １面 

・ﾃﾆｽｺｰﾄ  23.77ｍ×10.97ｍ １面 

・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝｺｰﾄ 6.1ｍ×13.4ｍ ４面 

 

ｍ以上確保すること。 

・すべてのガラスを割れや飛散の際に安全なものとする

こと。 

・高所に取り付けるものは、落下防止対策を講じること。 

・機器などの保護する必要がある場合は、防球ネットな

どを計画すること。 

・床はフローリング仕様とし、ささくれ等により競技に

影響がないようにすること。また、将来的にメンテナン

スを考えたフローリングの材料を使用すること。 

・各アリーナに利用者が見やすい時計を設置すること。 

・スポーツ競技大会などを開催するために必要な音響設

備を計画すること。 

・バスケットボールのゴールは、ミニバスケットボール

（小学生用）にも対応できるものとすること。 

・バレーボールの支柱は、小学生、中学生、高校生及び

一般のネットの高さに対応できるものとすること。 

 

・左欄に記載した必要コートは、大アリーナ内に納まる

ように計画すること。 

・バスケットボール、ドッジボール、バレーボール、テ

ニス、バドミントン、ソフトバレーボール、インディア

カ、卓球が行えるように計画すること。 

・大アリーナは防球ネットで適宜分割できるようにする

こと。なお、防球ネットは、無結節のネットなどの耐久

性の優れたものとすること。 

・大アリーナに付随した観戦スペースを計画すること。 

・西尾市総合体育館のサブアリーナのようなベンチを壁

際に設置すること。 

・備品一覧表「大アリーナ」欄に記載のスポーツ用具等

を収納するための器具庫を大アリーナに隣接して計画す

ること。 

 

・左欄に記載した必要コートは、小アリーナ内に納まる

ように計画すること。 

・バスケットボール、フットサル、ドッジボール、バレ

ーボール、テニス、バドミントン、ソフトバレーボール、

インディアカ、卓球が行えるように計画すること。 

・フットサル競技により壁面や設備機器などの破損が懸

念されるため、内部仕上げや設備機器に対して配慮する

こと。 

・備品一覧表「小アリーナ」欄に記載のスポーツ用具等
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イ.トレーニング室 130 ㎡程度 

 

 

ウ.健康・体力相談室 20 ㎡程度 

 

 

エ.体力測定室 20 ㎡程度 

 

 

 

オ.会議室・研修室 

・会議室 30 ㎡程度 

・研修室 30 ㎡程度 

 

 

 

カ.ロビー 

 

 

 

 

 

キ.事務室 50 ㎡程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ク.スポーツ団体室 20 ㎡程度 

 

 

ケ.シャワー室・更衣室 

を収納するための器具庫を小アリーナに隣接して計画す

ること。 

 

・若い世代から高齢者までが幅広く健康増進を図られる

施設とすること。 

 

・4 名程度で健康や体力に関する相談が行える場所とする

こと。    

 

・トレーニングの効果を確認するために、体力チェック

を行う部屋であり、体組成計、握力計、長座体前屈器な

どの測定器を設置すること。 

 

・会議や研修、軽運動に対応した設備を備え、各室にお

いて、プロジェクターが使用できるように計画すること。 

・会議室と研修室は、可動間仕切りを設置するなど一体

的に利用できるようにすること。 

・適切な収納を計画すること。 

 

・施設利用者の交流の場として快適に過ごせる環境とす

ること。 

・情報収集用テレビ 1 台、行事案内板、掲示板、パンフ

レットスタンド、ペーパーハンガー、談話用テーブル及

び椅子を設置すること。 

 

・当該施設を運営するための適切な事務室を計画するこ

と。 

・事務室には接客用低カウンタ―を設置すること。 

・ベッド１台、棚１台が配置できる医務スペースを計画

すること。事務室内に医務スペースを設けず、医務室と

してもよい。 

・給湯スペースを設けること。事務室内に給湯スペース

を設けず、給湯室としてもよい。 

・電話のうち１台以上のコードレスホンを設置すること。 

・市が情報系ネットワーク回線の配線を行えるように配

慮すること。 

 

・吉良スポーツクラブの打合せスペースを計画すること。 

・書庫 3台を設置すること。 

 

・男性用及び女性用の更衣室を計画すること。 
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コ.トイレ 

 

 

 

 

 

サ.授乳室 

 

 

 

 

シ.備蓄倉庫 20 ㎡程度 

 

 

 

 

ス.その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）建築設備に関する性能 

ア.共通事項 

・ドアを開けた時に室内が見えないようにすること。 

・男性用及び女性用の各 30 名分程度のロッカーを設置す

ること。 

・シャワー室には、男性用及び女性用の各３ブースを計

画すること。 

・女性用には、パウダーコーナーを計画すること。 

 

・利用者が快適に利用できるトイレとし、男性用、女性

用及び多目的トイレを計画すること。多目的トイレには

緊急時に利用者が緊急発報できるようにすること。 

・おむつ替え台を設置すること。ただし、トイレ以外で

設置してもよい。 

 

・利用者に配慮した授乳室を計画すること。 

・ドアを開けた時に室内が見えないようにすること。 

・女性専用のシャワー室・更衣室など利用上支障ない場

所に授乳スペースを計画してもよい。 

 

・津波一時待避所の待避者及び風水害時等において避難

する者に必要な飲料水、食料その他必要となる物資の備

蓄をするためのスペースを確保すること。 

・２階以上の位置に備蓄できるようにすること。 

 

・原則、アリーナ及びトレーニング室以外は下足利用と

するが、部屋の利用方法などを勘案し、上足利用とする

場合は、下足箱などを設置すること。 

・利用者の熱中症対策として自動販売機が設置できるス

ペースを設けること。 

・２階以上の位置に津波一時待避所として 600 人（１㎡/

人）以上が利用できるように計画すること。 

・津波警報等発令時に、速やかに津波一時待避所として

利用できるよう対策を講ずること。 

・屋上を津波一時待避所として計画する場合は、屋外階

段を設け、転落対策を講じること。 

・風水害時等において指定避難所として利用できるよう

に計画すること。 

・会議室、研修室、事務室、トレーニング室などに内線

電話を設置すること。 

 

 

・建築計画と一体となった総合的な負荷の低減とともに、
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イ. 電気設備 

（ア）電灯・コンセント設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）受変電設備 

 

 

（ウ）幹線設備 

 

 

 

 

 

（エ）発電設備 

 

 

 

 

 

 

 

自然エネルギーの活用、省エネルギーに十分に配慮した

計画とすること。 

・施設の利用形態や運営、管理方法等に配慮し、施設に

求められる性能が適切に確保されるとともに、運転（監

視）保守、維持管理が容易な設備計画とすること。 

・エネルギーコスト（光熱水費）の低減とともに、維持

管理費用の合理化を含めて、ランニングコスト、ライフ

サイクルコスト（LCC）の総合的な縮減に配慮した計画と

すること。 

・設備スペース（機械室、シャフト類等）の計画におい

ては、機器の設置スペースと同時に、保守・点検等作業

スペース、機器更新等に対応する搬出入スペース等を含

めた適切な空間を計画すること。 

 

 

・各用途、機能、室の条件に応じて適切に計画すること。

別途特記等がある室、部位等については、それらに準拠

した計画とすること。 

・高所に配置された器具は容易に保守管理ができるよう

に計画すること。 

・各室の照明は、事務室においても管理できるようにす

ること。 

・競技時のグレアに対して対策を講じること。 

 

・施設構成・特性等に応じて、負荷特性等に適切に対応

した機器及び系統の構成とすること。 

 

・受変電設備及び二次側（需要側）の設備計画・システ

ム構成に配慮し、各機能部分等のゾーニングごとに幹線

系統を明確化し、運用の合理性とフレキシビリティに配

慮した計画とすること。 

・洪水及び津波による浸水を考慮した計画とすること。 

 

・法的に設置が求められる場合には、関係法令に基づき

適切に計画すること。 

・西尾市地震・津波ハザードマップの津波浸水深以上の

位置に非常用発電関連設備と幹線経路を計画すること。 

・電力供給の途絶時に誘導設備や消火設備などの防災設

備、事務室における最低限の機能維持に必要な設備の負

荷に対して８時間以上の電力供給が可能であること。 
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（オ）情報通信網設備 

 

 

 

 

 

（カ）非常用照明・誘導設備 

 

 

 

（キ）防犯カメラ・センサー設備 

 

 

 

 

 

 

ウ. 機械設備 

（ア）空気調和設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）換気設備 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）排煙設備 

 

 

（エ）給水設備 

 

 

・電話、FAX、LAN を導入すること。 

・施設内では利用者の利便性が向上するような情報通信

環境を整えること。 

・高所にスピーカーなどを設置する場合は、容易に保守

管理ができるように計画すること。 

 

・建築基準法、消防法等、関連法令に準拠するとともに、

関係官庁と協議等を踏まえ、設置の趣旨、目的に応じて

必要な機能を適切に満たすように計画すること。 

 

・主要な建物の出入口及び防犯上重要な室の入口、その

他主要な共用空間、施設空間において、防犯及び利用者

の安全確保上必要な箇所に防犯カメラを設置すること。 

・防犯カメラの制御機器は、事務室に設置し、適切に監

視可能なモニター設備及びレコーダー設備を設置するこ

と。 

 

 

・各機能、各室の用途、操作性、使用時間等に配慮した

空調システムを選定し、適切な室内環境の提供、維持、

管理が可能な計画とすること。 

・バドミントン、バレーボールや卓球などにおいては、

空調機の稼働時における気流の影響を最大限に配慮する

こと。 

・大アリーナ及び小アリーナの空調機は、事務室におい

て操作できるようにすること。 

 

・各室の用途等に応じ、適切な換気方法及び風量等の能

力を有する設備計画とすること。 

・臭気が発生する室においては、周囲にもれないよう適

切に排気できるものとすること。 

・建築基準法、ビル管法、シックハウス対策等の関連法

令・基準類等に準拠し、適切な空気質の提供、維持、管

理が可能な計画とすること。 

 

・建築基準法、消防法、その他関係法令に準拠し、適切

な排煙設備を計画すること。 

 

・省エネルギー・省資源に配慮しつつ、各使用部位・器

具等において適切な水質、必要水量・水圧が確保できる

ようにすること。 
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（オ）排水設備 

 

 

（カ）給湯設備 

 

 

 

 

（キ）消火設備 

 

 

 

（ク）ガス設備 

 

 

 

 

（ケ）昇降機設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 外構計画 

（ア）駐車場 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）駐輪場 

 

 

 

 

・当該地域の排水インフラ状況及び関係例規・規定（基

準・要綱等）を踏まえ、適切な排水方式とすること。 

 

・必要な室、部位ごとに適切な給湯設備を設置すること。

設備計画の詳細においては、各室・部位ごとの利用者や

利用形態に応じて、適切に安全・衛生面に配慮した計画

とすること。 

 

・建築基準法、消防法等の関連法令に準拠するとともに、

所轄消防署の指導に基づき、各種消火設備・消防用設備

等を適切に設置すること。 

 

・ガス設備の採用は全体の施設計画・設備計画等を踏ま

えて特別目的会社の提案によることとするが、ガス設備

を導入する場合は、安全性に十分配慮した計画とするこ

と。 

 

・施設の構成等に応じて、利用者の利便性やバリアフリ

ーへの配慮に基づき、適切な配置、台数、能力、仕様と

すること。 

・車椅子利用者、視覚・聴覚障害者等を含めた障害者対

応仕様とすること。 

・２階以上に大アリーナ、小アリーナ又はトレーニング

室を計画する場合は、ストレッチャーが利用できるよう

に配慮すること。 

 

 

・きら市民交流センター（仮称）支所棟の吉良支所（仮

称）、吉良町公民館（仮称）及びきら市民交流センター（仮

称）アリーナ棟の運営日及び運営時間を考慮し、支所棟、

アリーナ棟及び西尾市役所吉良支所前交差点北西の駐車

場（以下、「西側駐車場」という。）にて施設規模に応じ

た駐車場を最大限に確保すること。 

・きら市民交流センター（仮称）アリーナ棟に障害者用

駐車場を２台以上計画すること。 

 

・50 台分程度（原付バイク含む）の屋根付き駐輪場を計

画すること。 本体施設の軒を利用するなどライフサイク

ルコスト（LCC）の低減や敷地を有効に活用することを検

討すること。 
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（ウ）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７） その他 

（ア）家具・備品 

 

 

（イ）サイン・案内板・掲示板等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●運営・維持 

第１ 特別目的会社はきら市民交流セ

ンター（仮称）アリーナ棟及びその外構

部分を運営すること 

 

 

・きら市民交流センター（仮称）支所棟、きら市民交流

センター（仮称）アリーナ棟及び西側駐車場には、それ

ぞれ周辺住民が親しめるポケットパーク機能を計画する

こと。 

・ポケットパーク機能には、西尾市役所吉良支所敷地内

の樹木などを活用すること。また、以下のものを配置す

ること。 

初代吉良町長・柵木佐太四郎像、吉良ライオンズクラブ

寄贈のクスノキ 3本、郵便ポスト（ゆうちょが移設）、電

話ボックス（ＮＴＴが移設）。 

・西側駐車場の北西部には計測震度計が設置されており、

工事を行う際は西尾市から愛知県に高度情報通信ネット

ワーク設備等停止報告書を提出するため、市に工事着手

１０日前までに工程表を提出すること。 

・西側駐車場に、防火水槽を設置するためのスペースを

確保すること。 

 

 

・特別目的会社は、備品一覧表にある備品の調達及び設

置を行うこと。 

 

・特別目的会社は、本施設の各用途に応じて、利用者の

利便性、使い勝手、運営面等に適切に配慮するとともに、

建築空間との一体性及び調和に配慮したサイン、案内板、

掲示板等（以下「サイン類」という）の整備を行うこと。 

・サイン類は、本施設の利用者が子どもから高齢者、障

害者等を含めた全ての市民が訪問者であることを踏ま

え、施設の利用に必要な情報が適切に伝達・表現される

よう、十分な数量及び内容を備えたものとすること。 

・視覚障害者誘導標識（点字ブロック）については、バ

リアフリー法及び関連法令、基準等に準拠して整備し、

車椅子、ベビーカー等の通行の障害とならないよう、敷

設ルートの設定等に十分に配慮すること。 

・室名は仮称であり、後に決定する。 
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（１） 建物の維持管理業務、光熱水費

等の支払いなどを行う。 

 

（２） 各室の管理、来客者案内業務、

備品物品管理、予約受付業務、

利用統計管理、利用料徴収業

務、ごみ処理など運営全般を担

うこと。 

 

 

 

 

 

（３） その他 

 

 

 

第２ アリーナ棟で特別目的会社は次

の事業を行うこと。 

・スポーツ教室（現状：ヨガ、フィット

ネスフラ、エアロビクスなど１０教室８

～１０回開催、募集人員１５～２０人受

講料１回４００円、１回につき講師料

５，９００円） 
 

 

 

第３ 新施設の名称は仮称であるため、

正式名称をつけること。 

 

 

 

第４ アリーナ棟以外の体育施設の予

約受付業務及び利用料徴収業務等 

（１） アリーナ棟以外の体育施設の予

約受付業務及び利用料徴収業務 

・屋内施設 

 総合体育館、鶴城体育館、中央体育館、

羽塚武道場、一色町体育館、一色 B&G 海

洋ｾﾝﾀｰ、吉良弓道場、東幡豆体育館、幡

豆弓道場 

・屋外施設 

 西尾公園、鶴城公園、古川緑地、古川

 

 

・各室の利用率を向上させること。 

・最適な建物の維持管理に努めること。 

・施設予約システムについては、現行の予約システムで

ある「あいち共同利用施設予約システム」を使用するこ

ととし、西尾市の設置するスポーツ施設はすべてこのシ

ステムにより受付、許可、取り消し変更業務等を行うも

のとする。 

・利用料は、特別目的会社が徴収し、市の指定納付方法

により市に納入するものとする。 

 

・トレーニング室の利用者の受付を行うとともに、器具

の使用方法、安全な使い方等を説明、指導すること。 

・体力測定及び健康・体力相談に関する業務を行うこと。 

 

 
 

・スポーツ教室では地元の人気講師の継続を念頭に新た

な参加者の開拓と現状の実績以上を目指すこと。 

・スポーツ教室は「スポーツで元気になるまち西尾～す

べての人にスポーツの喜びを～」を基本理念とした西尾

市スポーツ推進計画（平成２６年３月策定）の推進に則

した事業化を行うこと。 

 

・新施設の名称についてはネーミングライツ等を活用し

た市の財源負担軽減につながる提案をすること。ただし、

ネーミングライツ等の企画を提案しない場合は別途、市

民に愛着が生まれるような施設名称を提案すること。 

 

 

・西尾市が所管する左欄に掲げる屋内施設及び屋外施設

の予約受付業務及び利用料徴収業務を行うこと。 

・吉良地区にある学校体育施設開放事業の予約受付事務

等をおこなうこと。 

・利用料は、特別目的会社が徴収し、市の指定納付方法

により市に納入するものとする。 
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右岸 1号緑地、矢作川西尾緑地、みなと

まち 1号緑地、善明市民運動場、室市民

運動公園、国道 23 号中原ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ高架

下ｽﾎﾟｰﾂ施設、坂田球場、坂田ﾃﾆｽｺｰﾄ、

横須賀公園、吉良野外趣味活動施設、吉

良ﾃﾆｽｺｰﾄ、ｺﾐｭﾆﾃｨ公園、臨海公園ﾃﾆｽｺｰﾄ、

幡豆ふれあいﾃﾆｽｺｰﾄ、緑ヶ崎野球場、寺

部野球場、寺部ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ場、浜ノ山ｸﾞﾗｳﾝ

ﾄﾞ、ふるさと公園ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ、松原ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

ｺﾞﾙﾌ場 

 

（２）アリーナ棟以外の体育施設の維

持管理業務 

・西尾市吉良ﾃﾆｽｺｰﾄ場 

  西尾市吉良町吉田須原 126 番１ 

・横須賀公園ﾃﾆｽｺｰﾄ・運動場 

  西尾市吉良町中野瀬田 65 

・西尾市吉良弓道場 

  西尾市吉良町小牧郷前 8 

・ｺﾐｭﾆﾃｨ公園  

  西尾市吉良町上横須賀杉ノ木 30 

 

第５ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・吉良テニスコート、横須賀公園グラウンド及びテニス

コート、吉良弓道場、コミュニティ公園の見回り及びテ

ニスコートのコイン回収を最低週１回以上すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・津波警報等発令時に津波一時待避所として利用する場

合や市が指定避難所として利用する場合は、特別目的会

社は施設を利用できるように協力すること。 

 

○コミュニティ公園体育

館・管理棟 

○吉良野外趣味活動施

設体育館・管理棟 

○吉良町公⺠館 

 

【⼀部変更】 

解体（３施設） 

 

●解体（３施設共通） 

ア）解体時の音、匂い、粉じん等の発生

を防ぐ対策を特別目的会社の責任

において行うこと 

・施設の備品類は特別目的会社との協

議により譲渡するものとする。 

●解体（コミュニテイ公園体育館・管理棟） 

ア）コミュニティ公園体育館・管理棟を

解体すること 

 

 

●解体（吉良野外趣味活動施設体育館・

管理棟） 

ア）吉良野外趣味活動施設体育館・管理

棟は平成 30 年度以降に解体するこ

と 

●解体（３施設共通） 

ア）解体跡地は更地として安全に配慮すること 

 

 

 

 

●解体（コミュニテイ公園体育館・管理棟） 

ア）コミュニティ公園体育館・管理棟解体跡地は公園と

しての有益な整備を行うこと 

イ）災害時のオープンスペースとしてグラウンド等の空

地を確保すること 

●解体（吉良野外趣味活動施設体育館・管理棟） 

 

ア）解体跡地については吉良保健センター利用者にとっ

て利便性の高い駐車場として整備すること 
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・吉良野外趣味活動施設体育館・管理

棟の跡地は駐車場として使用でき

るようにすること 

●解体（吉良町公⺠館） 

ア）吉良町公民館を解体すること 

・吉良町公民館はアスベストがある 

・吉良支所に電気や水道を供給してい

るため解体までに切り替え工事を

行っておくこと 

 

 

 

 

●解体（吉良町公⺠館） 

ア）吉良町公民館の解体に伴うアスベスト撤去時などは

周辺環境に配慮する。吉良支所に電気水道の供給変

更時に支所サービスの影響が極力少なくなるように

配慮すること 

・名鉄線沿線の解体工事になるため鉄道交通に支障を

きたさないように留意すること 

 

吉良⽀所 

【変更】 

解体 
●解体 

ア）吉良支所を解体すること 

・解体時の音、悪臭、粉じん等の発生

を防ぐ対策を特別目的会社の責任

において行うこと 

・吉良支所はアスベストがある 

 

 

 

 

●解体 

ア）解体跡地は更地として安全に配慮すること 

 ・名鉄線沿線の解体工事になるため鉄道交通に支障を

きたさないように留意すること 

 ・吉良支所の解体に伴うアスベスト撤去時などは周辺

環境に配慮する 

 

イ）支所機能への影響がないこと 

 ・支所機能移転時期等に配慮し、支所機能に支障をき

たさないように留意すること 

 

吉良⽀所（⾞庫・書庫） 

【変更】 

解体 
●解体 

ア）吉良支所（車庫・書庫）を解体する

こと 

・解体時の音、悪臭、粉じん等の発生

を防ぐ対策を特別目的会社の責任

において行うこと 

・吉良支所（車庫・書庫）はアスベス

トがある 

 

●解体 

ア）解体跡地は更地として安全に配慮すること 

・名鉄線沿線の解体工事になるため鉄道交通に支障を

きたさないように留意すること 

・吉良支所（車庫・書庫）の解体に伴うアスベスト撤去

時などは周辺環境に配慮する 

 

吉良⽀所（旧本庁舎） 

【変更なし】 

解体 
●解体 

ア）吉良支所（旧本庁舎）を解体するこ

と 

・解体時の音、匂い、粉じん等の発生

を防ぐ対策を特別目的会社の責任

において行うこと 

 

イ）既設のパラボラアンテナについて

は、事前に愛知県が処分する。

J-ALERT については新たな代替アン

テナを愛知県が設置し、市が移設す

る 

●解体 

ア）解体跡地は更地として安全に配慮すること 

・名鉄線沿線の解体工事になるため鉄道交通に支障を

きたさないように留意すること 
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吉良⽀所(旧増築庁舎) 

【変更なし】 

解体 
●解体 

ア）吉良支所（旧増築庁舎）を解体する

こと 

・解体時の音、匂い、粉じん等の発生

を防ぐ対策を特別目的会社の責任

において行うこと 

イ）解体前に屋上のエアコン室外機を吉

良支所に移設すること。ただし、無

線設備、放送設備の移設は市が行う 

 

●解体 

ア）解体跡地は更地として安全に配慮すること 

・名鉄線沿線の解体工事になるため鉄道交通に支障を

きたさないように留意すること 

吉良防災倉庫 

⾞庫  

【変更なし】 

解体・資産運用 

 

●解体 

ア）吉良防災倉庫と車庫を解体すること 

・解体時の音、匂い、粉じん等の発生

を防ぐ対策を特別目的会社の責任

において行うこと 

●解体 

ア）解体跡地は更地として安全に配慮すること 

 

 

 

●資産運用 

ア）跡地の利活用は地域の課題解決に貢献できることを

目的とする 

 

旧上横須賀郵便局 

【変更なし】 

解体・資産運用 
●解体 

ア）旧上横須賀郵便局を解体すること 

・解体時の音、匂い、粉じん等の発生

を防ぐ対策を特別目的会社の責任

において行うこと 

・解体前に市が収納品を整理する 

・敷地内のカーブミラー、掲示板、ポ

ストの移動については調整中 

 

●解体 

ア）解体跡地は更地として安全に配慮すること 

 

 

 

 

 

 

●資産運用 

ア）跡地の利活用は隣接の消防団詰所との一体利用も踏

まえて地域の課題解決に貢献できることを目的とす

る 

 

横須賀⽼⼈憩の家 

ホール棟 

【変更なし】 

解体  
●解体 

ア）横須賀老人憩の家ホール棟を解体す

ること 

・解体時の音、匂い、粉じん等の発生

を防ぐ対策を特別目的会社の責任

において行うこと 

 

●解体 

ア）施設の一部を解体するため、解体後は既存部分が従

来どおり使用できるようにすること 

・解体跡地について除草等のメンテナンスを要しないよ

うにすること 
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備品一覧表 

設置場所 備品名称 台数 備考 

吉良町公民館（仮称） 会議室１ 机（Ｗ１８００×Ｄ６００×Ｈ７２０） ２５台程度 備品調達 会議用テーブル 

椅子 ７５脚程度 備品調達 スタッキングチェアー 

チェアーポーター ３台程度 備品調達 ３０脚収容 

ホワイトボード １台程度 備品調達 

掃除道具 １式 備品調達 

会議室２、会議室３ 机（Ｗ１８００×Ｄ６００×Ｈ７２０） １６台程度 備品調達 会議用テーブル 

椅子 ４８脚程度 備品調達 スタッキングチェアー 

ホワイトボード ２台程度 備品調達 

掃除道具 １式 備品調達 

料理実習室 椅子 ３５脚程度 備品調達 

掃除道具  １式 備品調達 

和室１、和室２ 和机 １０台程度 既設利用 

テーブル用台車 １台程度 備品調達 

座布団 ３０枚程度 備品調達 

掃除道具 １式 備品調達 

軽音楽室 机（Ｗ１８００×Ｄ６００×Ｈ７２０） ７台程度 備品調達 会議用テーブル 

椅子 ２１脚程度 備品調達 スタッキングチェアー 

チェアーポーター １台程度 備品調達 ３０脚収容 

掃除道具 １式 備品調達 

ロビー 情報収集用テレビ １台程度 備品調達 

行事案内板 １台程度 備品調達 

掲示板 １台程度 備品調達 

パンフレットスタンド １個程度 備品調達 

ペーパーハンガー １台程度 備品調達 

談話用テーブル ４台程度 備品調達 

椅子 １６脚程度 備品調達 

応接セット（ソファー及びテーブル）  ２セット程度 備品調達 

ロビー（学習スペース） 机（Ｗ１８００×Ｄ６００×Ｈ７２０） ８台程度 既設利用 会議用テーブル 

椅子 １６脚程度 備品調達 スタッキングチェアー 

多目的ホール 机（Ｗ１８００×Ｄ６００×Ｈ７２０） ３２台程度 備品調達 会議用テーブル 

椅子 ２００脚程度 備品調達 スタッキングチェアー 

チェアーポーター ７台程度 備品調達 ３０脚収容 

演台 １台程度 備品調達 

花台 １台程度 備品調達 
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簡易ステージ（Ｗ２４００×Ｄ１２００×Ｈ１２０） ３台 備品調達 

簡易ステージ用スカート ９枚 備品調達 

ホワイトボード １台程度 備品調達 

衝立（Ｗ９６０×Ｈ１８００） ５０枚程度 備品調達 パンチングパネル、キャスター付き 

脚立（Ｈ１２００程度）  １脚 備品調達 

脚立（Ｈ１７００程度）  １脚 備品調達 

掃除道具  １式 備品調達 

倉庫 衝立（Ｗ９６０×Ｈ１８００） ５０枚程度 備品調達 パンチングパネル、キャスター付き 

台車  ２台 備品調達 

その他 その他運営上必要な備品 １式 備品調達 

コピー機 １台程度 備品調達 

印刷機 １台程度 備品調達 

防災倉庫等 防災倉庫機能 

 

棚（Ｗ１５５０×Ｄ６００×Ｈ１８００）４段 ９台 既設利用 

棚（Ｗ１８００×Ｄ９００×Ｈ２４００）５段 ３６台 備品調達 中量棚 

水防倉庫機能 

 

棚（Ｗ１５５０×Ｄ６００×Ｈ１８００）４段 １０台 既設利用 

棚（Ｗ１８５０×Ｄ９００×Ｈ２４２０）４段   ８台 既設利用 

消防資材倉庫機能 棚（Ｗ１８５０×Ｄ９００×Ｈ２４２０）４段   ２台 備品調達 中量棚 

その他倉庫機能 棚（Ｗ１５５０×Ｄ６００×Ｈ１８００）４段 ２台 既設利用 

棚（Ｗ１８５０×Ｄ９００×Ｈ２４２０）４段   ２台 備品調達 中量棚 

備品一覧表 

設置場所 備品名称 台数 備考 

きら市民交流センター（仮称）

アリーナ棟 

大アリーナ スポーツ関連備品 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

ﾃｼﾞﾀﾙﾀｲﾏｰ、ﾌｧｰﾙ回数表示器、ｼｮｯﾄｸﾛｯｸ、得点板など 

・ﾊﾞﾚｰ、ﾃﾆｽ、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ、ｲﾝﾃﾞｨｱｶ 

支柱※、支柱ｶﾊﾞｰ、ﾈｯﾄ、ｱﾝﾃﾅ、審判台、得点板など 

・卓球 

卓球台、卓球ﾌｪﾝｽ、得点板、ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球用ｷｬｯﾌﾟなど 

１式 

備品調達 

 

※ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ用支柱は、ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ、ｲﾝﾃﾞｨｱｶにも対応

する伸縮製とする。 

机（Ｗ１８００×Ｄ４５０×Ｈ７２０） １０台程度 備品調達 会議用テーブル 

椅子 ６０脚程度 備品調達 スタッキングチェアー 

チェアーポーター ２台程度 備品調達 ３０脚収容 

掃除道具 １式 備品調達 

小アリーナ スポーツ関連備品 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

ﾃｼﾞﾀﾙﾀｲﾏｰ、ﾌｧｰﾙ回数表示器、ｼｮｯﾄｸﾛｯｸ、得点板など 

・ﾊﾞﾚｰ、ﾃﾆｽ、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ、ｲﾝﾃﾞｨｱｶ 

１式 

備品調達 

 

※ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ用支柱は、ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ、ｲﾝﾃﾞｨｱｶにも対応

する伸縮製とする。 
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支柱※、支柱ｶﾊﾞｰ、ﾈｯﾄ、ｱﾝﾃﾅ、審判台、得点板など 

・卓球 

卓球台、卓球ﾌｪﾝｽ、得点板、ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球用ｷｬｯﾌﾟなど 

・ﾌｯﾄｻﾙ 

ゴールなど 

机（Ｗ１８００×Ｄ４５０×Ｈ７２０） ５台程度 備品調達 会議用テーブル 

椅子 ３０脚程度 備品調達 スタッキングチェアー 

チェアーポーター １台程度 備品調達 ３０脚収容 

掃除道具 １式 備品調達 

トレーニング室 トレーニング機器 １式 備品調達 

掃除道具  １式 備品調達 

健康・体力相談室 談話用テーブル １台程度 既設利用 

椅子 ４台程度 備品調達 

掃除道具 １式 備品調達 

体力測定室 体組成計、握力計、長座体前屈器などの測定器 １式 備品調達 

会議室・研修室 机（Ｗ１８００×Ｄ４５０×Ｈ７２０） １０台程度 備品調達 会議用テーブル 

椅子 ３０脚程度 備品調達 スタッキングチェアー 

チェアーポーター １台程度 備品調達 ３０脚収容 

ホワイトボード ２台程度 備品調達 

掃除道具  １式 備品調達 

ロビー 情報収集用テレビ １台程度 備品調達 

行事案内板 １台程度 備品調達 

掲示板 １台程度 備品調達 

パンフレットスタンド １個程度 備品調達 

ペーパーハンガー １台程度 備品調達 

談話用テーブル及び椅子  ２セット程度 備品調達 

事務室（医務スペース） ベッド １台程度 備品調達 

棚 １台程度 備品調達 

スポーツ団体室 机（Ｗ１８００×Ｄ４５０×Ｈ７２０） １台程度 備品調達 会議用テーブル 

椅子 ４脚程度 備品調達 スタッキングチェアー 

書庫（Ｗ９００×Ｄ４７０×Ｈ１１００） ３台程度 備品調達 

掃除道具  １式 備品調達 

シャワー室・更衣室 ロッカー（１人当たりＷ３００×Ｄ５００×Ｈ９００程度） 男女各３０名分程度 備品調達 

備蓄倉庫 棚（Ｗ１８００×Ｄ９００×Ｈ２４００）５段 ５台程度 備品調達 中量棚 

台車  ２台 備品調達 

その他 その他運営上必要な備品 １式 備品調達  



 

公共施

一色地

防災

型市営

【全部

一色支

【支所

一色⽼

【全部

子育て

【全部

 

施設再配置

地区の新

災機能を備

営住宅 

部削除】 

支所別館

所本庁、⾞

⽼⼈福祉

部削除】 

て支援セン

部削除】 

置プロジェク

新公共空間

備えた多機

館、会議棟 

⾞庫を削除

祉センター 

ンターいっし

クト 02 

間創造事業

機能  

 

除】 

●解

【資産

 

しき  

業 

解体 

産運用を削削除】 

＜安心・

地震な

拠点を明

拠点では

う場とな

とで、賑

点とする

＜健康・

公民館

館などが

し、楽し

されるこ

力が増し

る場にな

が少ない

てほしい

＜地域ブ

一色と

まつりに

る。現在

いる大提

態だが、

えられる

た、大提

ぼりなど

える工夫

しい。 

＜コミュ

子ども

お年寄り

ばここ！

人々が集

代の交流

市⺠ニ

・安全の拠

などの災害

明確化させ

はなく、普

なるようデ

賑わいと安

る。 

・学びの拠

館・健康セ

が連携し、

しく学ぶ活

ことで、施

し、多くの

なる。また

いので、医

い。 

ブランドの

といえば三

に象徴され

在、学びの

提灯は、展

、大提灯の

る仕掛けが

提灯だけで

どの一色独

夫を施設の

 

ュニティの

もたち、障害

りに至るま

！となるよ

集まり易く

流が生まれ

ニーズ 

拠点＞ 

害に備えられ

せる。単なる

普段から市民

デザインする

安心を両立す

拠点＞ 

センター・学

、一色で体を

活動や施設が

施設そのもの

の市民が活用

た、一色には

医療機関にも

の拠点＞ 

三河一色大提

れる大提灯が

の館に展示さ

展示されてい

の良さを身近

が必要である

でなく、ウナ

独特の文化を

の中に創って

の拠点＞ 

害者、若者

まで、一色と

ような多世代

く、それぞれ

れる拠点とな

33

れる

る防災

民の集

るこ

する拠

学びの

を動か

が連携

のの魅

用でき 

は病院

も入っ

提灯

があ

されて

いる状

近に伝

る。ま

ナギの

を伝

て欲

者世代、

といえ

代の

れの世

なる

 

 

 

 

 

 

●

ア

・

・

・

イ

 

 

 

 

 
36363636    

プ ロ 

機

●解体 

ア）一色支所

・一色伊那

前野新田

防署一色

駐車場 20

なる大型

・解体時の

対策を特

こと 

・支所別館

ぷら廃油

イ）一色支所

資機材庫

ては一色

と 

 ジ ェ 

機能・構成

所別館、会

那跨 55-1、55

田 33-3、35

色分署の用地

20 台分程度

型緊急車両用

の音、匂い、

特別目的会社

館 1階に設置

油燃料化施設

所会議棟の北

庫（軽鉄プ

色地区内の

 ク ト

成・デザイ

会議棟を解体

55-2、103-

35 及び 90-1

地とし、職

度と東方向に

用通路を整

、粉じん等

社の責任に

置されてい

設）は廃棄

北に設置さ

プレハブ：12

の避難所等に

ト の 基

イン 

体すること

-3333 及び 105

1 の一部は、

職員及び来客

に出動可能

整備するこ

等の発生を防

において行

いるＢＤＦ（

棄すること

されている防

12 ㎡）につ

に移設する

基 礎 水

 

 

 

 

 

 

と 

5-3333、

、消

客用

能と

と 

防ぐ

う

（天

 

防災

つい

るこ

●解

ア）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水 準 

業

解体 

）解体跡地は

務要求水

は更地とし

水準（性能

して安全に配

能） 

配慮するここと 



 

一色健

【変更

健康センタ

更なし】 

いっしき
地域⽂化

を利便性

再生する

活きと元

づくりの

プロジェ

ター（仮

 

ター 

き市⺠交流
化広場に隣

性の⾼い新

る包括マネ

元気に暮ら

の出発点に

ェクト 01

仮称）」と協

●改

営

流広場（仮称
隣接している

新たな公共空

ネジメントに

らすことので

につなげてい

の「きら市

協調して運

改修・⽤途

営・維持 

称） 
る３施設群

空間として

により活き

できるまち

いくこと。

市⺠交流セ

運営すること

途変更・運

群

て

き

ち

。 

セン

と 

場が必要

を超えた

ることが

＜利便性

＞ 

現状の

駅からの

ハードル

そのため

るような

ビス）の

〈いっし

・日常生

強調し

・場所が

あった

合併し

用しや

・今のま

からも

・ペデス

も、イ

必要！

・現在夜

ではな

・フット

い。 

・バスの

遅くま

・緑の森

康増進

られる

・大提灯

・受付に

る人へ

語の標

要。また、

たコミュニ

が理想であ

性があり、

の施設では

の距離など

ルが多く感

め、その場

な交通イン

のアイデア

しき市⺠交

生活に役立

したい！ 

が分かりに

たら良いの

した他のエ

やすい施設

ままじゃ駐

もっと完備

ストリアン

イベントに

！ 

夜が暗過ぎ

なくフット

トサルが出

の時間が早

まであるべ

森の中に、

進出来る、

る、そんな

灯を守る。

には美男美

への案内が

標識も必要

、その中から

ニティが育ま

ある。 

、使いやすい

は、駐車場不

ど、移動にお

感じられてい

場所に行きた

ンフラ（移動

アが必要。 

交流広場（仮

立つ安心安全

にくいから看

のではないか

エリアの人も

設になると良

駐車場は足り

備して欲しい

ンデッキは防

にも、交流に

ぎるため、上

トライトが必

出来る場所が

早いため、も

べき。 

、楽しみなが

、芸術が散り

な場所にした

。 

美女を！外か

が足りないし

要かもしれな

ら世代

まれ

い拠点

不足や

おける

いる。

たくな

動サー

 

仮称）〉 

全面を

看板が

か。→

も利

良い。 

りない

い。 

防災に

にも、

上から

必要。 

が欲し

もっと

がら健

りばめ

たい。 

から来

し、英

ない。 

●

【【【【

ア

・

・

・

イ

ウ

エ

条

条

条

オ

【【【【

ア

・

37373737    

●改修・⽤途

【【【【施設全体施設全体施設全体施設全体】】】】

ア）屋上の防

・すべての

・ブライン

うこと 

・1階のホ

場合に限

送設備・

イ）一色健康

っしき機

能を移転

健康相談

るために

ウ）1階のホ

と和室は

エ）市が年 1

がん検診

きるよう

と 

条件①健診

ース(300

条件②乳が

室(個室か

な出入口

条件③出入

ん・胃が

検診車 3

条件④健診

オ）市が毎月

る乳幼児

ること。

【【【【子育子育子育子育てててて支援支援支援支援

ア）2階に子

こと 

・事務室に

室と給湯

途変更 

】】】】    

防水対策を

のガラスに飛

ンドカーテン

ホールについ

限り、利用者

・舞台照明設

康センターに

機能及び一

転し、かつ、

談を実施で

に必要な改

ホールと会議

は貸室とし

10 回程度、

診等）の会場

うに次の条

診等を行うロ

0㎡程度) 

がん検診の待

から屋外の

口が必要)及

入口が 2箇所

がんを分離)

3 台分の設置

診用に約 10

月 2 回行う

児相談の会

。土足厳禁

援援援援センターセンターセンターセンター

子育て支援セ

については現

湯室を使用す

を行うこと 

飛散防止対

ンの修繕及

いては、機

者が使いや

設備の改修

に子育て支

一色老人福祉

、集団健診

できるスペー

改修を行うこ

議室、2階

して使用（改

、集団検診

場として本

条件の会場を

ロビーなど

 

待合、視触

の検診車に出

及び男女別の

所必要(乳が

)で、出入口

置スペース

00 台の駐車

う親子 20～3

会場（約 50

禁とする 

ーーーー機能機能機能機能】】】】    

センター機

現行の事務

する（現行

 

対策を行うこ

及び取替えを

機能を存続す

やすいように

修を行うこ

支援センター

祉センター

診、乳幼児相

ースを確保

こと 

階の栄養指導

改修不要）

診（特定健診

本施設を利用

を確保する

どの広いス

触診のための

出られるよ

のトイレ 

がんと肺が

口付近に大

ス 

車スペース

30 組が参加

㎡）を確保

機能を移転す

務室兼相談室

行のパーテー

こと 

を行

する

に放

と 

ーい

ー機

相談、

保す

導室

） 

診、

用で

るこ

ペ

の個

よう

が

大型

ス 

加す

保す

する

室１

ーシ

●改

【【【【施施施施

ア）

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

【【【【子子子子

ア）

 

 

改修・⽤途変

施設全体施設全体施設全体施設全体】】】】    

）施設全体の

代の利用者

快適な公共

子育子育子育子育てててて支援支援支援支援セセセセ

）未就園児の

快適な空

変更 

    

のバリアフ

者が安全安

共空間とす

センターセンターセンターセンター機機機機

の親子が安

空間とするこ

フリー化を進

安心に多様に

すること 

機能機能機能機能】】】】    

安全安心に利

こと 

進め、幅広

に使用でき

利用できる

広い世

きる

る 



 
38383838    

〈一色地区定住促進マネジメン

ト〉 

・安心安全は大前提であり最重

要！そして安心安全の拠点は

一箇所だけではなくて分散型

でなくてはならない。 

・定住促進は必要かもしれないが

支所跡地以外でも検討すべき

→しかし一色支所の場所に病

院や高齢者の居場所、子供たち

の居場所、が出来るようにまち

の中心のコミュニティ拠点を

つくることで、まち全体が盛り

上がっていくのではないか。 

・子どもの病院などもとても苦労

するし、子育て世代が楽な環

境、過ごし易い空間づくりをし

て欲しい。 

・交通網が良くないので、コミュ

ニティバスのようなものがあ

ると良いだろう。 

・一色の彫刻家など、芸術や伝統

を生かした取組みを！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ョンは継続利用する） 

・事務室スペースは、職員 2人、開設時間は

月～金の 9：00～17：00、平均利用者 30

人/日が対応できること 

・2階トイレに子ども用トイレを 2つ以上設

置すること 

・子どもが階段、エレベーターを使えないよ

うに柵を 2階に設置すること 

・2階は子育て支援センターのスペースとす

る 

・2階の歯科診療台及び検査室内の冷蔵庫を

撤去すること 

【【【【老人福祉老人福祉老人福祉老人福祉センターセンターセンターセンター機能機能機能機能】】】】    

ア）一色老人福祉センターから、①地域包括支

援センター ②訪問介護（ホームヘルパ

ー） ③居宅介護支援（ケアマネージャー） 

④西尾市社会福祉協議会一色支所の機能

を 1階部分に移転するために必要な改修

を行うこと 

・事務室スペースは職員 18 人、ＯＡデスク 2

台、開設時間は月～金の 8：30～17：15、

平均利用者 33 人/日が対応すること 

イ）正面玄関付近のロビー付近で日当たりの良

いスペースで囲碁などが無料でできる「高

齢者の憩の場」を確保すること 

・１階のトイレを、高齢者や障害者が使える

ように洋式化及びバリアフリー化を図る

こと。ただし、男女それぞれの和式は 1つ

残すこと 

●運営 

ア）一色健康センター及びその外構部分につい

ては特別目的会社が「いっしき市民交流広

場（仮称）」の包括マネジメント事業とし

て運営すること 

・施設のレンタルスペース（貸室）のマネジ

メント・来館者案内業務・備品物品管理・

予約受付業務・利用統計管理・利用料徴収

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【【【老人福祉老人福祉老人福祉老人福祉センターセンターセンターセンター機能機能機能機能】】】】    

ア）高齢者が安全安心に利用できる快適な空間と

すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●運営 

ア）いっしき市民交流広場（仮称）の一施設とし

て幅広い世代に積極的に利用できるような

運営を心がけること 

・「高齢者の憩の場」については、高齢者の健康

の増進、介護予防、教養の向上、レクリエー

ション等を行い、一色地区の高齢者が健康で

明るい生活を営め、子どもや障害者との交流



 

一色町

【変更

町公⺠館

更なし】 

いっし
地域⽂

を利便

再生す

活きと

づくり

ロジェ

ー（仮

 

館 

しき市⺠交
⽂化広場に

便性の⾼い

する包括マ

と元気に暮

りの出発点

ェクト 01 の

仮称）」と協

●改

 

交流広場（仮
に隣接してい

い新たな公共

マネジメント

暮らすことの

点につなげて

の「きら市

協調して運

改修・運営

仮称） 
いる３施設

共空間とし

トにより活

のできるま

ていくこと

市⺠交流セン

運営すること

営・維持 

設群

して

活き

まち

と。プ

ンタ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・

・

イ

ウ

エ

 

 

 

 

 

●

ア

 

 

●

ア
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業務・ご

運営全般

・正面玄関

運営も行

・レンタル

ては現行

る 

イ）子育て支

ウ）老人福祉

市社会福

西尾市社

て運営す

エ）３つの公

つけるこ

●維持 

ア）公共施設

●改修（全館

ア）内装と外

改修（雨

のとおり

【【【【１１１１階階階階】】】】    

・事務室

転に伴

・トイレ

ャワー

【【【【２２２２階階階階】】】】    

・団体研

Ｐタイ

・団体研

・視聴覚

音効果

去する

・工作室

ごみ処理、光

般を担うこと

関付近の「高

行う 

ルスペース（

行の料金制度

支援センター

祉センター機

福祉協議会

社会福祉協

する 

公共施設群の

こと 

設再配置プ

館） 

外壁の改修、

雨漏り防止）

りとする 

    

室等：内壁、

伴う改修 

レ：床／入口

ートイレに改

    

研修室１：床

イル等に変更

研修室２：天

覚室：内壁／

果を高めるこ

ること 

室：床／緑

光熱水費等

と 

高齢者の憩

（貸室）の

度に準拠し

ー機能の運

機能のうち

会に業務委託

協議会が自ら

の名称と本

プロジェクト

、屋上・雨

）を行うこ

、天井、床

口段差解消

改修 

床／畳及び下

更 

天井／廊下

／北窓下側

こと。映写

緑の塗装剥が

等の支払いな

憩の場」の管

の利用料につ

したものと

運営は市が行

ち①は市が西

託し、②③④

らの業務と

本施設の名称

ト 08 のとお

雨水排水設備

こと。詳細は

床／支所機能

消、大便器を

下地撤去の

下側シミ解消

側シミ解消。

写室の機材を

がれ修復 

など

管理

つい

す

行う 

西尾

④は

とし

称を

おり 

・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）

備の

は次

能移

をシ

の上、

消 

。防

を撤

●改

ア）「

・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

など多様な

こと 

・施設の開館

は市民の利

）いっしき市

単一施設の

ツ等を活用

る提案をす

ツ等による

画を提案し

まれるよう

改修（全館）

）「いっしき

として生涯

の利用者が

共空間とし

・施設内では

報通信環境

な運営の展

館時間や利

利便性向上

市民交流広

の名称につ

用した市の

すること。

る市の財政

しない場合

うな施設名

） 

き市民交流広

涯学習機能

が安全安心

してリノベ

は市民の利

境を整える

展開について

利用時間区分

上に資するよ

広場（仮称）

ついては、ネ

の財政負担軽

。ただし、ネ

政負担軽減に

合は別途、市

名称を提案す

広場（仮称

能を拡大して

心に使用でき

ベーションを

利便性が向上

ること 

て企画提案

分などにつ

よう考える

）の３施設

ネーミング

軽減につな

ネーミング

につながる

市民に愛着

すること 

称）」のコア

て幅広い世

きる快適な

を図ること

上するよう

案する

ついて

ること 

設群と

グライ

なが

グライ

る企

着が生

 

ア施設

世代

な公

と 

うな情
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・トイレ：床／入口段差解消 

【【【【３３３３階階階階】】】】    

・会議室１：電気スイッチが避難器具庫に

あり、わかりにくいことの解消。 

・会議室４：内壁／北窓下側クロス等はが

れ解消 

・会議室５：天井／張替え 

・会議室６：内壁／クロスの隙間修復 

・ロビー：天井／雨漏り数箇所修復 

・トイレ：床／入口段差解消 

イ）館内（非常・業務用）放送設備の更新 

 

 

ウ）館内の非常灯の更新（約 150 個。一色地域

交流センター分を含む） 

エ）隣接の一色地域交流センターの多目的トイ

レに一色支所のオストメイトを移設する

か新規のオストメイトを設置するかコス

トを比較検討し、安価な方を整備すること 

オ）西尾一色地域文化協会の事務局のスペース

を確保し、事務局の専用机 1、打合テーブ

ル 1、書類保管庫 3（高さ 90 ㎝×幅 90 ㎝

×奥行 40 ㎝）を配置 

●改修（一色支所機能） 

ア）１階事務室に一色支所機能（職員 18 人）

を空調配管の調整を伴うオープンスペー

スに移転させるための次のコンバージョ

ンを行うこと 

 ・事務室スペースにファクス機能を備えた複

写機を市が用意して配置する（番号は継続

使用） 

・事務室前にソファを４つ置く待合スペース

を確保すること（40 ㎡程度）。ソファー（175

㎝×65 ㎝×70 ㎝）は一色支所から移設 

・コピー用紙置き場を確保すること。（125

㎝×35 ㎝×100 ㎝程のスペース） 

・一色支所から本庁と書類のやりとりをする

ための棚スペース（本庁便）を移設。（棚

のサイズ 170 ㎝×40 ㎝×200 ㎝） 

・山本眞輔氏作の銅像を移設すること 

・支所利用者のためのキッズスペースを確保

すること。（玩具を置くスペースが確保で

きれば良い） 

・更衣室のスペースを確保し、男女ロッカー

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）業務用放送が館内一斉放送になるため、老朽

化した機器更新に合わせて最適な放送設備

を配置すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●改修（一色支所機能） 

ア）一色支所機能の事務室レイアウトについては

効率的な市民窓口として最適な企画提案を

行うこと。これに合わせて「いっしき市民交

流広場（仮称）」の運営スタッフの事務室ス

ペースも確保すること。それを支所機能と隣

接することは構わないが、行政情報の秘匿が

守られることが条件となる。なお、職員及び

運営スタッフが休憩または昼食のため居心

地よく過ごせる空間を創出すること 

・公民館１階は来館者への窓口受付が座ってで

きるようにすること。いっしき市民交流広場

（仮称）及び一色支所の分かりやすい看板を

設置すること 
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を一色支所から移設すること 

・一色支所機能として貴重品の管理のできる

鍵付き金庫を市が設置するためスペース

を確保すること 

・一色支所機能として、会議室（定員：20

人・4人の 2室）を設置すること。（20 人

の会議室は貸館を利用でも良い） 

・一色支所機能として、セキュリティ対策を

講じ、1階に夜間及び休日業務のために警

備員室（夜間窓口）を設置すること（火災

受信機を増設） 

イ）無線通信室及び機械室（15 ㎡程度）は 3

階コンピューター室をパーテーションで

区切り 24 時間空調を設置すること（無線

のデジタル化を予定しているため、H32 以

降は現在の無線機器は必要なくなる） 

・オンライン関係の電算端末の引込工事と

J-ALERT など無線設備の移転や情報系ネッ

トワーク回線の引き込みについては市が

行い、市が管理する 

ウ）支所機能の事務室スペースには次のものを

一色支所から移設し配置する 

・電話交換器は一色支所で使用している（Ｈ

24 設置）ものを移設すること。 

5 回線必要 

・証明等発行端末 PC33 台、PR10 台（戸籍、

基幹系、情報系、公図等のシステムで）（PR

は 50 ㎝×40 ㎝×40 ㎝：9台 100 ㎝×80

㎝×145 ㎝：1台）、事務机 18 個（105 ㎝×

75 ㎝×75 ㎝）、事務椅子 18 脚。窓口用椅

子 18 脚（丸椅子 6脚、事務用椅子 12 脚）、

ローカウンター６（150 ㎝×70 ㎝×70 ㎝）、

ロッカー14（90 ㎝×40 ㎝×210 ㎝：8個、

40 ㎝×65 ㎝×130 ㎝：4個、90 ㎝×40 ㎝

×90 ㎝：1個 、180 ㎝×45 ㎝×105 ㎝：1

個）ラック類 12（120 ㎝×80 ㎝×130 ㎝：

4個、60 ㎝×70 ㎝×130 ㎝：3個、80 ㎝×

70 ㎝×130 ㎝：1個、80 ㎝×80 ㎝×70 ㎝：

3個、120 ㎝×80 ㎝×70 ㎝：1個）、テレビ

電話 1台、圧着機 1台（150 ㎝×90 ㎝×95

㎝） 

エ）一色支所機能としての駐車場（公用車 4台、

職員用 18 台、来庁者 8台、障害者用 2台）

を確保すること。公民館の駐車場と併用

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）電話交換機は最適な場所に移設すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）一色町公民館に一色支所が、一色健康センタ

ーに一色老人福祉センターと子育て支援セ

ンターいっしきの機能が移転することによ
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可。平均利用者数は 200 人/日 

●運営 

ア）一色町公民館（茶室・一色地域交流センタ

ー含む）及びその外構部分については特別

目的会社が「いっしき市民交流広場（仮

称）」の包括マネジメント事業として運営

すること 

・レンタルスペース（貸室）の管理・来館

者案内業務・備品物品管理・予約受付業

務・利用統計管理・利用料徴収業務・ご

み処理など運営全般を担うこと 

・特別目的会社は建物の維持管理警備業務、

光熱水費等の支払いなども行う 

・利用料については現行の料金制度に準拠し

たものとする 

・社会教育法に縛られない施設とする 

イ）特別目的会社は次の事業を行うこと。 

生涯学習講座（現状：趣味、料理、教養、

語学講座等約 40 講座、延べ 235 回、受講

料１回 200 円、1回につき講師料 5,900 円）

3講座程度は佐久島で開催すること 

 

 

ウ）現行の紙による貸室の予約申込に加えて利

便性の高い施設予約システムを導入する

こと 

 

エ）西尾市教育委員会主宰の不登校生徒指導室

「あゆみ学級（指導員 2人、児童生徒最大

3、4人程度）」を 2階の団体研修室１へ一

色健康センターから機能移転すること 

・団体研修室１は貸館業務対象外とすること 

オ）３つの公共施設群の名称と本施設の名称を

つけること 

 

 

 

 

 

カ）独立採算事業（民間サービス）として飲食

機能あるいは喫茶機能を設けること 

る駐車場不足を解消すること 

●運営 

ア）公共施設群を集約することにより、一色地区

に新たな空間が創造されることになるため、

利用者がワクワクするような企画提案し、利

用率の向上を図ること。 

・利用時間、利用申込方法は市民の利便性向上

に資する提案をすること 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）生涯学習講座では地元の人気講師の継続を念

頭に新たな参加者の開拓と現状の実績以上

を目指すこと 

 ・生涯学習講座は「みつけよう 生涯学ぶ喜び

を わがまち西尾で」を基本理念とした「西

尾市生涯学習推進計画（平成25年 4月策定）」

の推進にそくした事業化を行うこと 

ウ）利用者の利便性を高める予約システムにより

迅速な受付処理事務及び適切な利用料徴収

が行える環境を整備し利用率向上を目指す

こと 

 

 

 

 

 

オ）いっしき市民交流広場（仮称）の３施設群と

単一施設の名称については、ネーミングライ

ツ等を活用した市の財政負担軽減につなが

る提案をすること。ただし、ネーミングライ

ツ等による市の財政負担軽減につながる企

画を提案しない場合は別途、市民に愛着が生

まれるような施設名称を提案すること  



 

一色学

【変更

学びの館 

更なし】 

いっしき
地域⽂化

利便性の

する包括

元気に暮

出発点に

ト 01 の「

と協調し

 

 

き市⺠交流広
化広場に隣接

の⾼い新たな

括マネジメン

暮らすことの

につなげてい

の「きら市⺠

して運営する

●改

 

広場（仮称
接している

な公共空間

ントにより

のできるま

いくこと。

⺠交流センタ

ること 

改修・運営

称） 
る３施設群を

間として再生

り活き活きと

まちづくりの

。プロジェク

ター（仮称

営・維持 

を

生

と

の

ク

称）」
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・

・
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イ

 

 

 

 

 

●

ア
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●維持 

ア）公共施設

※支所機能は

警備業務に

クト 08 の中

●改修（全館

ア）空調機器

・屋上（展

津波一時

すること

・1階多目

できるよ

・照明のＬ

・すべての

●改修（図書

ア）図書館の

及び増設

●運営（全館

ア）一色学び

特別目的

（仮称）

平成 30

イ）３つの公

つけるこ

●運営（図書

ア）レンタル

業務・来

用統計管

光熱水費

と。利用

とする 

設再配置プ

はこれまで

については公

中で対応す

館） 

器の更新を

展示棟屋上を

時退避機能の

と 

目的トイレの

ようにするこ

ＬＥＤ化の比

のガラスに飛

書館） 

の図書の配架

設は可能と

館） 

びの館及びそ

的会社が「

）」の包括マ

年度以降に

公共施設群の

こと 

書館） 

ルスペース（

来館者案内業

管理・利用

費の支払い

用料について

 

プロジェクト

でどおり市が

公共施設再

する 

をすること 

を除く）の

のための手

のドアが片

こと 

比較検討 

飛散防止対

架及び書棚

とする 

その外構部

「いっしき市

マネジメン

に運営する

の名称と本

（貸室）の

業務・備品

用料徴収業務

いなど運営全

ては一色町

ト 08 のとお

が行う 

再配置プロジ

 

の防水補修及

手摺りを設

片手で軽く開

対策を行うこ

棚の配置の変

部分について

市民交流広

ント事業とし

ること 

本施設の名称

の管理予約受

品物品管理・

務・ごみ処

全般を担う

町公民館を基

おり 

ジェ

及び

置

開閉

こと 

変更

ては

広場

して

称を

受付

・利

処理、

うこ

基本

●改

ア）

 ・

・

 

 

●改

ア）

・

●運

ア）

軽

ミ

な

着

イ）

単

等

案

よ

し

な

●運

ア）「

・ヒ

改修（全館）

）ＬＣＣの軽

施設として

・防災機能を

・正面駐車場

ー、一色保

不足の対応

改修（図書館

）利用者が書

興味がわく

・段差解消な

すること 

運営（全館）

）ネーミング

軽減につなが

ミングライツ

ながる企画を

着が生まれる

）いっしき市

単一施設の名

等を活用した

案をすること

よる市の財政

しない場合は

な施設名称を

運営（図書館

）「西尾市子

本と子ども

験できる環

案すること

・ヒトの五感

としての特

） 

軽減を図る

てリノベー

を充実させ

場は一色町

保育園との

応が必要で

館） 

書籍を検索

くような配

などのバリ

 

） 

グライツ等

がる提案を

ツ等による

を提案しな

るような施

市民交流広

名称につい

た市の財政

と。ただし

政負担軽減

は別途、市

を提案する

館） 

子ども読書活

もが出会う

環境や新た

と 

感を刺激し大

特色を出す

るとともに環

ーションする

せること 

町公民館、一

の共同利用の

である 

索しやすく、

配置とするこ

リアフリー化

等を活用した

をすること。

る市の財政負

ない場合は別

施設名称を提

広場（仮称）

いては、ネー

政負担軽減に

し、ネーミン

減につながる

市民に愛着が

ること  

活動推進計

う楽しみや知

たな利用促進

大人も楽し

すこと。2階

環境にやさ

ること 

一色健康セ

のため、駐

、読書に対

こと 

化について

た市の財政

。ただし、

負担軽減に

別途、市民

提案するこ

）の３施設

ーミングラ

につながる

ングライツ

る企画を提

が生まれる

計画」を踏ま

知る喜びを

進策を企画

しめる『絵本

階研修室で開

さしい

センタ

駐車場

対する

て提案

政負担

、ネー

につ

民に愛

こと 

設群と

ライツ

る提

ツ等に

提案

るよう

まえ、

を体

画提

本館』

開催
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・特別目的会社は本館、分館、配本所と連携

をとり、図書館業務全般と利用促進業務

（おはなし会月 5回、映写会月 2回、講座

年 6回、親子タイム月 2回など）を行うこ

と。なお本施設は市立図書館の分館機能を

持つこと 

 

 

 

イ）現行の図書館システムのソフトはクラウド

（使用料）機器は買取であるため、平成

30 年以降の更新を予定している。 
それ以降はそのまま継続するかＬＣＣの

比較分析において利用者及び図書館運営

により利便性の高いシステムの導入も可

能とし、管理は特別目的会社とする 

ウ）特別目的会社は資料を購入すること。資料

登録は市の運用に従うこと 

エ）プロジェクト 04（資料館機能 リニューア

ル事業）一色学びの館部分と整合性を図る

こと 

●維持 

ア）公共施設再配置プロジェクト 08 のとおり 

 

 

 

中のおはなし会が一般利用者にストレスのか

からないよう防音策を講じながら 1階で開催

するようにすること。 

・現行の無料学習室については 3施設群の包括

マネジメント事業の中で最適な方法を検討す

ること。 

・おはなし会など各種イベントに関係している

ボランティア団体等と連携・協働をして開催

すること 

イ）本施設以外の図書館が導入しているシステム

とのタイムラグがないような連携が確実に

保証される利便性の高い図書館システムに

ついて企画提案する 

 

旧海の歴史館 

【変更なし】 

改修・⽤途変更・維持 ●改修・⽤途変更 

ア）一色支所から機能移転する佐久島振興課事

務室機能（職員 6人：45 ㎡以上）及び作

業場など（20 ㎡以上）のスペースを確保

すること 

・事務室は１F東側展示スペースを使用する 

・電気配線が漏電しており、現在は必要な電

気をブレーカーから直結しているため、建

物配線の点検修繕をすること 

・空調設備、防犯消防設備等の整備を行うこ

と 

・外装についても老朽化対策を行うこと 

・一色支所から事務用品（事務机 6個（105

㎝×75 ㎝×75 ㎝）、事務椅子 6脚、  ロ

●改修・⽤途変更 

ア）佐久島振興課事務室及び書庫、一般開放スペ

ース（トイレ）、独立採算事業の３者の利用

に支障ないスペースや動線を確保したコン

バージョンを行うこと 

・事務室はできる限り採光、風通しをよくする

ように改造すること 

・情報機器の配線についてはＯＡフロア並みに

快適に行えるようにすること 

・佐久島への観光案内や、船の待ち時間で多く

の方（若者中心）が訪れることが予 

想されることから、外観・内装とも、佐久島

の現代アートを彷彿とさせるデザインにする

こと 



 
45454545    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ッカー等）を移設すること 

・電話回線を敷設すること（現在の番号継続

希望） 

・事務室スペースにファクス機能を備えた複

写機を市が用意して配置する（番号は新規

取得） 

・事務室として使用する箇所のブラインドの

修理、壁紙張替えをすること 

・事務室として使用する部屋を仕切り、入口

や窓口カウンターを設置すること。事務室

は夜間及び休日が無人となるため、セキュ

リティ対策を講じること 

・情報端末の引込工事と情報系ネットワーク

回線の引き込みについては市が行い、市が

管理する 

・施設入口扉を修理すること 

・多目的トイレをシャワートイレに変更する

こと。男女共に洋便化すること 

・休日、夜間等時間外に郵便物を受け取れる

ポストを設置すること 

・施設内に給湯スペースを設置すること 

イ）佐久島渡船欠航時におけるしおかぜ通学児

童生徒の授業教室用スペースは、授業用室

と教師控え室として 2室、若しくはパーテ

ーションにより 2室に分割可能とし、授業

用のホワイトボードを 2基設置すること。

1室は 50 ㎡程度のスペースとする 

ウ）駐車場（公用車 2台以上、職員 6台以上、

来客用 2台以上）を確保すること 

・駐車場の整備、案内看板設置（施設名称） 

エ）施設名称は旧名称であるため新しい名称を

つけること 

 

 

 

 

 

 

 

・佐久島への玄関口と直結するため、観光客の

交流の場として空きスペースに飲食機能など

の独立採算事業を企画提案すること。独立採

算の店舗が入った場合、さかなセンターから

利用者が雨で濡れないように、屋根の設置を

検討すること 

・独立採算事業を行う場合は、道の駅や海の駅

になるようなイメージで、一色さかなセンタ

ー及び佐久島と相乗効果を狙った企画提案を

すること 

・現存物品については利用できない物以外につ

いては廃棄すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）佐久島渡船欠航時におけるしおかぜ通学児童

生徒の授業教室用スペースは、渡船欠航時の

ため、利用予測不能であり、利用頻度の少な

い会議室で構わない。 

 

 

 

 

 

エ）名称についてはネーミングライツ等を活用し

た市の財政負担軽減につながる提案をする

こと。ただし、ネーミングライツ等による市

の財政負担軽減につながる企画を提案しな

い場合は別途、市民に愛着が生まれるような

施設名称を提案すること 

 



 

 

公共施

学校教

吉良中

【全部

 

寺津小

寺津中

【施設

対⽶住

巨海住

【全部

施設再配置

教育関係

中学校 

部削除】 

小学校 

中学校 

設一元化削

住宅 

住宅 

部削除】 

置プロジェクト

係施設の⻑

削除】 

03 

⻑寿命化事

 

 

●改

●維

 

事業 

改修 

維持 

 

●改修 

 

 

【部分改

ア）小中

  ただ

  寺津

  寺津

イ）小中

行う

ウ）小中

 

エ）エレ

えす

オ）文科

会社

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改修】 

中学校施設

だし、次の

津小学校：

津中学校：

中学校の室内

うこと 

中学校の室

レベーター（

すること 

科省の学校施

社は支援す

機能・

設内のすべて

のトイレは除

：管理・普通

：管理教室棟

内外サッシ

室内建具の取

（小中校各

施設環境改

すること 

 

 

 

    

    

・構成・デザ

てのトイレ

除く 

通教室棟（

棟（1F～3F

シのすべての

取替え及び

各 1基）を小

改善交付金を

●

ア

※

 

 

46464646    

ザイン 

レを洋便化す

（1F～3F） 

F） 

のガラスに

びレールの改

小荷物用か

を活用する

●維持 

ア）公共施設

※建物の運営

プ ロ ジ 

機能・構成

すること 

 

に飛散防止対

改修を行う

から人荷用に

る場合に特別

設再配置プ

営管理は市

ェ ク ト 

成・デザイン

対策を

うこと 

に取替

別目的

●

 

【部

ア

 

 

 

イ

ウ

    
    

プロジェクト

市が行う 

の 基 礎 

ン 

●改修 

改修等工事

部分改修】 

ア）ブースの

イ）小中学校

のとする

ウ）小中学校

のとする

ト 08 のとお

 水 準 

 

 

 

    

 

事に際して

 

の変更によ

校の室内外

ること 

校の各室の

ること    

おり 

 

業

業務要求水

て教育活動に

より便器数が

外の窓ガラス

の出入口につ

業務要求水

水準（性能

に支障が出

が減少する

スが、割れ

ついて、使

水準（性能）

能） 

出ないように

る場合も可と

れや飛散の際

使用勝手がよ

） 

にすること

とする 

際に、安全

よく、安全

と 

全なも

全なも



 
47474747    

●維持 

ア）公共施設再配置プロジェクト 08 のとおり 

 

    

一色町体育館 

【変更なし】 

●改修 

●維持 

●改修 

一色町体育館について次の大規模な改修工事を行うこと 

ア）屋根、外壁面補修及び塗装、電気設備及び機械設備の全面取

替、内外建具取替、内装（建具、造付け家具等含む）、屋外

設備（給排水管・電気設備等）の全面改修、外構（排水側溝、

犬走り等建物擦付け部）の改修 

※市の情報系ネットワーク回線の引き込みについては市が

行い、市が管理する 

 

 

 

 

イ）アリーナの天井については、天井（非構造部材）について建

築基準法現行基準に適合するように改修すること 

ウ）アリーナ（1F）、柔道場（2F）は床組・下地から撤去の上、

改修すること 

エ）アリーナの床を改修後は次のスポーツができるように整備す

ること 

バスケットボール 2面（公式試合対応） 

   バレーボール 2面（アリーナ半面に練習用のバレーボールコ

ート半面を支柱付きで 2面確保すること） 

   バドミントン 6面 

   フットサル 2面 

オ）アリーナ舞台への階段（移動式）の設置 

カ）アリーナ舞台をフローリング化すること 

キ）3階卓球場の空調整備を新たに設置すること 

ク）アリーナで使用する備品収納室 40 ㎡ 2 室を整備すること 

ケ）旧トレーニング室を多目的室 200 ㎡程度として用途変更する 

 

●維持 

ア）公共施設再配置プロジェクト 08 のとおり 

※改修後の運営については市が行う 

 

●改修 

 

ア）当事業は、大規模な修繕により、西尾市公共施設再配置実施計

画で示した長寿命化に関する考え方に基づき、建物の目標耐用

年数を最長 80 年とするものである。また建設後相当年数を経

過し、陳腐化している当施設について対応すること 

・省エネルギーについて配慮した設備とし、その設備やエネルギ

ー使用状況などについて、未来の西尾市を支える子どもたちが、

興味を持って学べる提案を求める 

・現状機能の改修を基本とするが、隣接のＢ＆Ｇ体育館との一体

的な利用を踏まえて有効活用に資する新たな付加価値について

検討し企画提案を行うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケ）多目的室は剣道からエアロビクスなどの軽運動まで使用できる

ように改修すること 

 



 

一色Ｂ

ール 

【全部

一色学

【全部

 

公共施

資料

資料館

【変更

一色学

（展示

【変更

Ｂ＆Ｇ海

 

部削除】 

学校給食

部削除】 

施設再配置

料館機能 

館（歴史

更なし】 

学びの館 

示室棟）

更なし】 

海洋センター

食センター 

置プロジェクト

 リニューア

公園内）

 

 

ープ  

 

04 

アル事業

） 改修・

改修・

業 

・運営・維

・運営・維

維持 

維持 

 

 

●改修 

ア）建物

ーア

・空調

・照明

 

 

●運営 

ア）西尾

と 

・来館

ど運

する

イ）西尾

設け

うち

ウ）地下

エ）資料

備の

●維持 

ア）公共

●改修 

ア）展示

・展示

・照明

 

 

 

物内装の更

アルと合わ

調設備の更

明のＬＥＤ

尾城のガイ

 

館者案内業務

運営全般を

る 

尾の歴史と

けること。

ち市が１回

下収蔵庫は

料館事務室

の受信機が

共施設再配

 

示コーナー

示棟の入館

明のＬＥＤ

機能・

更新を図るこ

わせて更新可

更新を図るこ

Ｄ化の比較検

イダンス施設

務、備品物

を担うこと。

と文化を語る

。企画展示コ

回程度開催す

は市が直接管

室に隣接して

があるが、こ

配置プロジェ

ー（特別展示

館者数を確認

Ｄ化の比較検

・構成・デザイ

こと。展示

可とする 

こと 

検討 

設として特

物品管理、利

。ただし、利

ることので

コーナーは

する 

管理する 

ている御剣

これも特別

ェクト 08 の

示室含む）

認できるよ

検討 

48484848    

プ

イン 

示ケースにつ

特別目的会社

利用統計管

利用料は現

できる企画展

は最低年４回

剣八幡宮の自

別目的会社が

のとおり 

）のリニュー

ようにするこ

プ ロ ジ ェ

ついてはリ

社が運営す

管理、ごみ処

現行どおり無

展示コーナ

回以上で、

自動火災報

が対応する

ーアル 

こと 

    

 

ェ ク ト 

リニュ

するこ

処理な

無料と

ナーを

、その

報知設

ること 

●

ア

・

●

ア

・

イ

 

●

ア

・

の 基 礎

●改修 

ア）本市の将

せるまち

もてるよ

の再整備

・ＬＣＣの

こと 

●運営 

ア）施設展示

高めるた

信方法の

・さまざま

文化施設

イ）基本は無

ある資料

●改修 

ア）吉良歴史

て西尾の

ような空

・ＬＣＣの

こと 

礎 水 準

将来像は「

ち西尾」。郷

ように、利

備を行うこ

軽減を図る

示中心から

ためにハー

の効果的な

まな学習ニー

設との連携を

無料展示だ

料館を目指

史民俗資料

の伝統的な

空間を創造

軽減を図る

準 

業務要求水

「自然と文化

郷土の歴史

利用しやすい

こと 

るとともに

ら脱却し、Ｉ

ード面とソフ

なリニューア

ーズに応え

を図るなど

だが、場合に

指すこと 

料館と幡豆歴

な祭礼芸能と

造すること 

るとともに

水準（性能

化と人々が

史や文化に対

い文化交流

に環境にやさ

ＩＣＴなど

フト面から

アルを図る

えるための企

ど、分かりや

によっては

歴史民俗歴

と海の習俗

 

に環境にやさ

能） 

がとけあい 

対して市民

流・歴史学習

さしい施設

どを駆使した

ら市域全体の

ること 

企画展を充

りやすく公開

は有料展示企

歴史資料館

俗が分かり

さしい施設

 心豊かに

民が愛着と誇

習の拠点と

設として再生

た情報発信

の歴史文化

充実し、他の

開すること

企画により

の展示物を

やすく見ら

設として再生

に暮ら

誇りが

として

生する

信力を

化の発

の歴史

と 

り魅力 

を含め

られる

生する



 

吉良歴

【全部

幡⾖歴

【変更

公共施

公共施

⾏政施設（

消防施設（

学校教育施設（

社会教育施設（

文化施設（

スポーツ

子育て支援施設（

社会福祉施設（

高齢者福祉施設（

医療保健施設（

市営住宅（

斎場（

その他（

※対象施設の

歴史⺠俗資

部削除】 

歴史⺠俗資

更なし】 

施設再配置

施設包括マ

⾏政施設（8 施設）

消防施設（8 施設）

学校教育施設（42

社会教育施設（14

文化施設（14 施設）

ツ・レクリエーシ

支援施設（3

社会福祉施設（2 施設）

高齢者福祉施設（

医療保健施設（3 施設）

市営住宅（14 施設）

斎場（1 施設） 

他（1 施設） 

※対象施設の詳細は

資料館 

資料館 

置プロジェクト

マネジメン

施設） 

施設） 

2 施設） 

4 施設） 

施設） 

ション施設（7

30 施設） 

施設） 

16 施設） 

施設） 

施設） 

詳細は添付資料２

 

⽤途変

08 

ント事業 

7 施設） 

２参照 

変更 

光熱水費の

（ESCO

む）、法定

検、施設維

ニュアルの

の最適化 

事業を含

定・保守点

維持管理マ

の作成 

●運営 

ア）一色

色の

俗を

目的

（仮

・特別

理、

し、

・西尾の

ナー

●維持 

ア）公共

 

●⽤途変

ア）一色

るス

含

点

マ

●建物・

ア）対象

実施

・点検

うこ

・業務

社の

・業務

は、

・特別

るも

者の

残置

安全

 

 

色学びの館

の大提灯を

を中心に据

的会社が図

仮称）」の包

別展示室及び

、利用統計管

、入館料は

の伝統的な

ーは最低年

共施設再配

変更 

色学びの館

スペースと

・外構維持管

象施設（添

施し、報告

検等に伴い

こと 

務の実施に

の負担で処

務で使用す

、関係法令

別目的会社

ものとする

の承諾を得

置資機材の

全管理を行

館（展示棟）

を中心とした

据えた展示施

図書館機能と

包括マネジ

び収蔵庫の

管理、ごみ

は現行どおり

な祭礼芸能

年４回以上で

配置プロジェ

館に移動させ

として活用す

機能・

管理等 

添付資料 2参

告すること 

い関係省庁等

に伴い発生し

処理すること

するガソリン

令等に遵守し

社が持ち込む

るが、複数日

得た場合に限

の管理は、特

行うこと 

）及びその

た西尾の伝

施設として

と合わせて

ジメント事業

の管理、来館

み処理など運

り無料とす

能と海の習俗

で、そのう

ェクト 08 の

せる展示資

する。収蔵

・構成・デザイ

参照）につ

 

等への報告

した廃棄物

と 

ン、薬品、

し、特別目

む資機材は

日にわたる

限り残置す

特別目的会

49494949    

の外構部分に

伝統的な祭礼

て、平成 30

て「いっしき

業として運

館者案内業

運営全般を

する 

俗について

うち市が１回

のとおり 

資料以外を整

蔵資料は市が

プ

イン 

ついて、適切

告が必要な場

物については

、その他の危

目的会社の負

は、原則とし

る場合にあっ

することがで

会社の責任に

については

礼芸能と海

年度以降に

き市民交流

運営すること

業務、備品物

を担うこと。

ての企画展示

回程度開催

を整理して収

が管理する

プ ロ ジ ェ

切な維持管

場合は併せ

は、特別目

危険物の取

負担による

して毎日持

って、施設

できる。な

において行

は、一

海の習

に特別

流広場

と 

物品管

。ただ

示コー

催する 

●

ア

・

・

 

 

収蔵す

る。 

●

ア

ェ ク ト 

管理を

せて行

目的会

取扱い

ること 

持ち帰

設管理

なお、

行い、

●

ア

・

・

・

・
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●運営 

ア）施設展示

高めるた

信方法を

・さまざま

文化施設

・施設の特

こと。特

●⽤途変更 

ア）常時無人

の 基 礎

●建物・外構

ア）各施設の

し、各施

態等）を

・各施設の

共有でき

・施設の維

括マネジ

・保守点検

長期的か

・地元人材

来の人材

能力に応

・リスクマ

すること

 

示中心から

ためにハー

を効果的な

まな学習ニー

設との連携を

色を活かし

特別展示室の

人施設となる

礎 水 準

構維持管理等

の現状の維

施設に適切

を提案する

の保守点検

きる仕組み

維持管理業

ジメントを

検業務に関

かつ効果的

材や法人の

材育成を図

応じて促進

マネジメン

と 

ら脱却し、Ｉ

ード面とソフ

なリニューア

ーズに応え

を図るなど

した図書館

の利用向上

るためセキ

準 

業務要求水

等 

維持管理・保

切な維持管理

ること 

検等の状況や

みを提案する

業務について

を実施するこ

関する必要な

的に実施する

の活用により

図ること。特

進すること 

ントの観点か

ＩＣＴなど

フト面から

アルを図る

えるための企

ど、分かりや
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上を図ること
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保守点検状
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ること 
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こと 
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ること 
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特に高齢者
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どを駆使し

ら市域全体

ること 

企画展を充

りやすく公開

体となった

こと 

に万全を期

能） 

状況及び利用

の業務条件（

随時、特別目

ールメリット

び技能を有す

経済に寄与す

者や障がい者

時や緊急時の

た情報発信

の歴史文化

充実し、他の

開すること

た運営管理を

期すこと 

用状況等を

（点検回数

目的会社と

トを活かし

する者を配

することで

者の就労を
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の歴史

と 
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で、未

をその
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●維持管理マニュアル 

イ）包括マネジメントのメリットの 1つでもある全体的な把握

の中で、適切に維持管理することを目的として、施設の状

況・特性等を考慮し、施設ごとに維持管理の水準を明確に

したマニュアルを事業契約後、3年以内に作成する 

 

 

 

 

●ＥＳＣＯ事業 

ウ）対象施設の中で、効果のある５施設について提案し、実施

すること 

・ＥＳＣＯ実施時には、エネルギー使用等について、協議の

上、特別目的会社に支払うものとする 

●維持管理マニュアル 

イ）施設単体だけでなく、維持管理業務種別毎に施設を横並びに比

較でき、施設の状態が確認できる状態を構築する 

・市の現状を踏まえ、今後発生する課題について的確に把握する

仕組みを構築し、継続的な解決策を見出せるマニュアルとする

こと 

・作成する維持管理マニュアルは、ＩＣＴの活用によりオンデマ

ンド性を有し、継続的な更新が可能なものとする 

・契約期間中、変化等に迅速に対応できる仕組みを備えること 

●ＥＳＣＯ事業 

ウ）長期契約のメリットを最大限に活かし、省エネルギーに関する

包括的な事業とし、ＥＳＣＯ事業として最適な技術提案を行う

ものとする 

・事業者は、省エネルギー診断に基づく改修計画を立案し、施設

にとって最適な省エネルギー技術を事業者自らのリスクにおい

て提案し、実施するものとする 

・現在要している市のエネルギーコストが、契約期間中にわたっ

て最適化され、効果を最大限にする実現的な提案をすること 

 

第９章 その他                                                                         
 

１ 秘密の保持等 

 本業務の実施にて知り得た個人情報等について、漏洩、滅失等の防止に努め、個人情報等の適正な管理に必要な対策及び措置を講ずるものとする。 

 

２ 問合先 

 （１）担当部署   ： ⻄尾市 企画部 企画政策課 PFI 事業検証室 

                 資産経営戦略局 資産経営戦略課 

 （２）住  所  ： 〒445-8501  愛知県⻄尾市寄住町下⽥２２番地    

 （３）電話番号   ： ０５６３－６５－２３８３（PFI 事業検証室 直通） ０５６３－６５－２１５６（資産経営戦略課 直通） 

 （４）ファクス   ： ０５６３－５７－１３２１ 

 （５）電子メール  ： pfi-keikaku@city.nishio.lg.jp（PFI 事業検証室） saihaichi@city.nishio.lg.jp（資産経営戦略課） 

 （６）Ｕ Ｒ Ｌ  ： http://www.city.nishio.aichi.jp/    
   

３ 業務要求水準書に係る添付書類等 

（１）参 考 資 料    ： 市民ワークショップ「にしお未来まちづくり塾」の振返記録（全７回分 ＋ 番外編） 

（２）添付資料 １  ： 吉良支所（車庫・書庫）の倉庫区画割当平面予定図 

（３）添付資料 ２  ： 公共施設包括マネジメント事業の対象施設（160 施設）及び現状の維持管理業務一覧表 


